
國
民
所
得
に
お
け
ろ
蹄
厨
莉
子
の
問
題

長

谷

部

亮

一

饒
属
利

子

(
圃B
b
暮
0
9

ぢ
8
話
。。
酔
)
と

い
う
概

念

は
、
國
民
所
得
計

算

に
お

い
て
の
み
用

い
ら
れ

る
、
特
殊
な
そ
し

て
新

し

い
概
念

で

あ

る
。

こ

の
新
概
念

の
導
入
と
、
そ
れ

に
も

と
つ
く
國
民
所
得

の
改
訂
は
、
そ

の
推
計
業
務

を
實
際

に
澹
當
し

て
い
る
ひ
と
び
と
を
除

い

て
、
殆
ん
ど
注

目
せ
ら
れ
な

か

つ
た
よ
う

で
あ

る
。

し
か
も
、

一
度

び
こ

の
新

し

い
計
算
方
法
が
實
務
捲
當
者

に
よ
つ
て
探
用

せ
ら
れ

る

や
、
も

は
や
自

明
の
事
柄
と
し
て
、
疑
念
な
く
慣

用
せ

ら
れ
て
い
る
と

い
う
現
歌

に
あ

る
。
だ
が
、
軍

に
計
算
上

の
問
題
と
し

て
ば
か
り

で
な
く
、
理
論

上

の
問
題

と
し

て
も
、

こ
の
概
念

導

入
の
意
味
及
び
そ

の
當
否
を
、
改

め
て
反
省

し
検
討

し

て
み
る
必
要
が
あ

る
の
で
は

な
か
ろ
う

か
。

49

二

節
圏
利

子
、
す
な
わ
ち
實
際

に
は
支
佛
わ
れ

て
い
な

い
が
、
明
ら
か

に
預
金
者

に
蹄
鷹
す

べ
き
利
子
が
あ

る
、

と

い
う
考

え
方
は
、
ど

の
よ
う
な
理
由
か
ら
生
じ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
新

し

い
考

え
方
を
提
案

し
て
い
る
最
初

の
文
献

、

一
九
四
七
年

の

同
暮

o
冒
卸

の
論

國
民
所
得
に
お
け
る
舳蹄
盟局
利
子
の
問
題
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`

商

學

討

究

第
五
巻

第
二
號

　
ヨ

リ

　
さ

　

ハ
　

り

文

.
qゆ
酔
。
昌
Φ

の
論

文

.
融
ぽ
。
信
喝

の
著

書

に
よ

れ
ば
、

そ

れ

は
も

つ
ば
ら

、

國

民

所

得

を

産
業
別

に
推

計

す

る

場

合

の

技

術

的

な

問

題

042

に

、

關

蓮

を

も

つ

て

.い

る

よ

う

で

あ

る

。

1

U
・
頃
.
く
鼻
o
ヨ
費
"
、.易
9
二
9

巴

ぢ

8

ヨ
o

う
噌
剛σq
一5
9
ニ
ロ
αq

首

団
言
器

o
凶巴

ぽ

冨
『
ヨ
o
象
鴛
貯
ρ
、、
営

qa
9
巳
o
い
言

一
口
8

日
o

聾

負

乏

o
竺
∋

(
乞
巴

8

巴

国
9
0
碧

o
h

国
8

昌
o
ヨ
貯

男
o
紹
碧
9

y

〈
o
}
●
×
℃
H
O
覧

.

こ

の
諭

文

に

、
米

・
英

・
加

三
國

に

お

ー7

る

國

民

所
得

の
官

臨

推

計
機

關

の
代

表

者

逡

に

よ
叫

、

相

互

の
間

の
概

念

及

び

測

定

方

法

上

の
相

違

な
調

整

し

よ

う

と

し
て

行

わ

れ

六

、

一
九

四

四

年

九

月

の
會
議

の
結

論

な

、

簡

明

に

と

り

ま

と

め

六

輿

国

b
φ
三
。・o
ロ

の
報

告

と

と

も

、

同

書

第

一
部

「
商

務

省

に

ょ

呂
國

民

生

産

物

の
測

定

に

お
け

る
提

案

さ
れ

た

ろ
諸

墜

化

」
か

構

成

す

る
。

U
。
三
8
昌

の
報

告

の
中

の
金
融

機

關

に

關

す

る

諸

問

題

が

、

<
巨
①
蟹
ρ

に

よ

つ
て

詳

細

に
補

足

せ
ら

れ

乖

形

式

に
な

つ
て

お
り

、

從

っ
て

麟

屠

利
子

の
問

題

は
、

こ

の

一
九

四

四
年

の
會

議

・ト
お

い
て

襲

生

し

糞

、

と
み

る

べ
き

で

あ

ろ

う

か

。

2

犀
●
もD
仲8

0

け
亀.U
鳳
凶三
二
8

碧

畠

寓
9
雲
旨
目
0
9

0
h
g

o

客
豊

8

巴

ぎ

8

ヨ
⑦

碧

ら

犀
巴
簿
&

円
9
巴
。・
℃
、、

》
署

2

臼

×

冒

竃
8

。。奪

0
8
8

樽

o
h

緊
9
二
8

巴

ぎ

6
9
5
①

碧

山

P冨

6
0
霧
齢歪
〇
二
〇
口

o
h

Qα
8
す
一
>
8
0
琶

冨

(
男
椙

o
誹

o
h

二
さ

QQ
さ

為

o
ヨ
凶舜
o
o

o
鐸

2
豊

9

巴

ぎ

0
2
5
0

こQ
宣
二
㏄二
謎

o
h

旨

6

ピ

o
軽

o

o
h

2

9
二
〇
蕊

6
0
ヨ

ヨ

葺

Φ
o

o
h

q喧
肺9
二
巴

6
巴

国
困
℃
9

冨
)
℃
μ
O
幽
刈
.

な

お
、
0α
陣8

①
に

、
前

註

に
蓮

ぺ
れ
會

議

に

お
け

る
英
國
側

の
代
表
で

あ

ろ
。

3

0

9

gD
ぎ

毛

"
即
官
9
覧
$

。
h
之
皿
ま

塁

=

暮
。
ヨ
。
〉
昌
巴
M
昌
噸
H
虞

S

永

田
清

・
高
橋

長
太
郎
共

謬

「
國
民
所
得
分

析

の
原

理
」

國
民
所
得
計

算
に
關
係

の
あ

る
す

べ
て
の
取
引
が
、
第

一
表

に
示
す
よ

ヶ
に
、

四

つ
の
部
門

に
ま

と
め
上
げ

ら
れ
、
そ
れ
以

外
は
全
く

へ
る

ね

考
慮
す
る
必
要

が
な

い
、
と

い
う
簡

輩
な
例

に
よ
つ
て
考

え

て
み
よ
う
。

い
ま
、

要

素

支

佛

(
旨
簿
自

娼
ξ
澤
o
馨
)

法

に
よ
り
、

し
か

も
産
業
別

に
國
民
所
得
を
求

め
よ
う
と
す

る
な
ぢ
ば
、

A
産
業

・
B

産
業
及
び
銀
行

の
お

の
お

の
に
つ
き
、
勢

働
用
役
と
資
本
用
役
と

に

封

す
る
報
酬
支
梯

(
留
保

を
含
む
)

を
合
計

し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。
し
か
し
な
が
ら

一
般

に
、
地
代

・
家
賃

・
利

子
及
び
利
潤
な
ど

の

財
産
所
得
が
、

一
企
業

か
ら
他

の
企
業

へ
支
佛
わ
れ
て
い
る
場
合
、
受

取
る
方

の
企
業

で
は
、
更

に
そ

の
企
業

に
お
け
る
要
素

支
佛

に
こ

れ
を
充
當
し

て
い
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
す

べ
て
の
企
業

に
お
け
る
支
佛

地
代

・
支
梯
家
賃

・
支
佛
利

子

・
配
當
及
び
留
保
利
潤
を
合
計
す
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(第 一 表)

A産 業

牧 入

國
民
斯
得
に
お
け
る
飾
厨
利
子
の
問
題

阪 費 代 金(Bよ リ)

預 金 利 子(銀 行 よリ)

合 計

350

2・

352

支 出

購 入 代 金(Bへ)

賃 銀(個 人 へ)

利 子(銀 行 へ)

〃 〃(個 人 へ)

配 當(個 人 へ)

留 保 利 潤

合 計

31

300

6

4

9

2

352

B産 業

牧 入 支 出
へく

販 賢 代 金(Aよ の31i購 入 代 金(Aへ)}35・

〃 〃(銀 行 よ り)41貸 銀(個 人 へ)347

〃 〃(個 人 より)7001 1利 子(銀 行 へ)114

預 金 利 子(銀 側)・ レ 〃(個 人 一)1・ ・

糟 鷺=引1
。___以_一_L-」 留 保 利 潤 一」4

合 計1736/合 計 736

銀 行

牧 入

解弩綴劉
配 當(Bsり)1

手 歎 料(個 人 より)1

,1

{1
-一 一■

14 ,i

引

1

支 出

4
1

7
5

2

1
↓

2

一イ

¶
⊥

ヘ
ノ

ラ

ラ

　

ラ

ロラ

へ

ヘ

へ

ヘ

ヘ

へ

人

人

人

B

個

A

B

個

個

(

r
＼

(

(

r
＼

'㌧

金

銀

子

〃

〃

當

潤

代

利

利

入

金

保

購

賃

預

〃

〃

配

留

6

合 計 241 合 計124
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、

人個

出支

商

學

討

究

第
五
巻

第
二
號

入牧

へ)700費(B

量(銀 行 一)1←)1

 

清

〃

貯

謝

躍

7

4

n

り
臼

Q
/

8

7
5

銀

〃

〃

子

〃

〃

當

〃

〃

(Aよ り)

(Bよ り)

(銀 行 より)

(Aよ リ)

(招 よ り)

(銀 行 よの

(Aよ り)

(Bよ り)

(銀 行 より)

695

 

計
一
合
一一ー695

 

賃

〃

〃

利

〃

〃

配

〃

〃

計合

る
な

ら
ば
、
結

果
は
明
ら
か

に
二
重
計

算
と
な

る
。
こ

の
二
重
計
算

を
避

け
る
た

め
に
は
、
例

え
ば
利
子

に
つ
い
て
は
、
支
佛
利
子
か
ら
受
取
利

子

を

マ
イ
ナ
ス
し

て
、

い
わ
ゆ

る
支
佛
純
利

子
で
考

え

る

必

要

が

あ

る
。

ハ
じ

ね

ロΩ
岸
8

喝

は
、

こ
れ
を
利
子

に
關
す

る

一
般

準

則

と
呼

ん

で
い
る
。
こ
の

こ
と
は
、
國
民
所
得

に
算

入
さ
る

べ
き
財
産
所
得
が
、
個
人

に
ょ
つ
て
受

取
ら
れ
る
も

の
と
、
未
分
配
利
潤
と
し

て
企
業
内

に
留
保

さ
れ

る
も

の
だ

け
で
あ

る
こ
と
を
意
味
す

る
。

こ
の
利

子

に
關
す

る

一
般
準
則
、
あ
る

い

は
財
産
所
得
に
關
す

る

一
般

準
則
は
、

い
う
ま

で
も
な
く
、
す

べ

て
の
企

業

に

つ
い
て
適
用

さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
從

つ
て
、
受
取
利

子
が
支
佛
利

子
よ
り
も
大
な

る
企
業

に
お

い
て
は
、
當
然

に
要
素

支
佛

と
し

て
の
純
利

子
の
値
が

マ
イ
ナ

ス
と
な
り
、
そ

の

マ
イ
ナ

ス
の
程
度
が
大

き
け
れ
ば
、

他

の
要
素
支
梯

額
を
相
殺

し

て
、
全
艘

と
し
て
も
な

お

マ
イ
ナ

ス
と
な

る

こ
と
す
ら
考
え
ら

れ
よ
う
。

い
ま

の
例

で
は
、
銀
行

に
お
け
る
要
素

支
佛

の
純
額
は
、
賃
銀
七

・
利

子

マ
イ
ナ

ス

一
五

(
す
な
わ
ち
支
彿
利

子

の
合

計

五
か
ら
受
取
利

子
の
二
〇

を
差
引

い
た
淺
額

)

・
配
當

五

(
す
な

わ
ち

配
當
支
出

七
か
ら
配
當
牧

入
二
を
差
引

い
た
淺
額
)
及
び
留
保
利
潤

一
と

な
り
、
総
合
計

は
結
局

マ
イ
ナ
ス
ニ
に
す
ぎ
な

い
。

一
般

に
金
融
業

に
お

い
て
は
、
貸
付
利

子
の
合
計
が
預
金
利
子

の
合
計
よ
り
遙

か
に
大
き
く
、
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從

つ
て
支
佛

純
利

子
は
か
な
り

に
大
き
な

マ
イ
ナ

ス
の
値

を
示
す

の
が
普
通

で
あ

つ
て
、
要
素
支
綿
総
額
も

又
通
常

マ
イ
ナ

ス
か
、
あ

る
い
は
非
常

に
小

さ
く
な

る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
、
金
融
業

が

マ
イ
ナ

ス
も
し
く
は
そ
れ

に
近

い
附
加
償
値

生
産
し

か
行

つ
て
い
な

ハ
げ

　

い

と

い

う

結

果

は

、

明

ら

か

に
非

現

實

的

で

あ

り

、
不

合

理

で

あ

る

。

こ
れ

が

、

齢

属

利

子

と

い

う

薪

概

念

を

生

ぜ

し

め

る

第

一
の
原

因

な

の

で
あ

る

。

4

乙ね
8
b
⑦

の
設
例

に
よ

ろ
。
(
O
h
。
mW↑O
口
¢
…
o
勺
・
6
凶一も
℃
℃
・
Oo
Q◎
-
i
ゆ
O
)

た
だ

し

Qa
8
昌
。

の
勘
定
体
系
で

は
、
企

業

に

つ
い
て
、
。
℃
。
円
憎
二
昌
σq

9
。8
口
算

と

唱
箕
o
胃
茸

δ
ロ
9。8
。
5
昇

と
を
分
割

し
、

か

つ
最

初

か
ら
節
贋

利
子

に
關
係

の
あ

る
牧

入

・
支
出
な
含

め
て

い
う
が
、
こ

こ
て
は

設
明

の
便
宜

の
た
め

に
、
實

際

に
行

わ
れ
五
牧
入

・
支

出
と
、
企
業

留
保

及
び

個

人
貯
蓄

秘
、
軍
純

な
勘

定
形

式

の
中

に
と
り

ま

と
め
六

の
で

あ
ろ
。

又

ロ◎
仲。
琴

に
お

い
で

に
、
銀
行

以
外

の
企
業
な
、
唱
。
身
&

話

。
具
2
嘗

。・①
。・
と

い
う
名

稻
で

一
つ
の
勘

定

と
し
て

い
る
が
、

・
こ

、で

は
次
節
て

行
う

他

の
設

明

と

の
關
蓮

か

ら
、

A

・
B

二

つ
の
部
門

に
分

け
、

取
引
な
適
宜
分
割
す

る
と

い
う
加

工
な
施

し
六
。
A

と
B

と
な

一
括

す
れ

ば
、
牧

入

欄

に

販

賓

代

金

(
銀
行

よ

り

)
四

・
同

(
個

人

よ
り
)
七

〇
〇

・
預
金
利
子

(
銀
行

よ
り
)

三
、

合
計

七
〇

七
、

支

出

欄

に

賃

銀

(
個

人

へ
)
宍

四

七

・
利
子

(
銀

行

へ
)

二

〇

・
同

(
個
人

へ
)

日
五

・
配
當

(
銀

行

へ
)

二

・
同

(
個

人

へ
)

一
七

・
留

保

利
潤
六

、
合
計

七
〇

七
と
な
る
で

あ
ろ

う
が
、

こ

れ
に

ω
言
9

の

箕
。
含
9
凶く
。
O
馨
9
℃
留
畠

に
お

い
て
、
蹄
麗

利
子
關
係

の
受

沸

い
な
省

略
し
穴
も

の
に
等

し

い
。

5

シ
ャ
ウ
プ
、

邦
課
前
掲
書
、

一
四
〇
ー

一
頁
、

一
八
三
頁
。

6

磯
艮
。
冨
黛

。
℃
●
鼻

`
竈

9
b。
G。
ー
ト。
全

℃
・
器

.

qα
δ
5
⑦
"
o
や

o
幽け
●.
℃
・
麟
9

℃
"
.
oQ
O
-
O
O
.

シ
ャ
ウ
プ
、

前
掲
書

.

一
八

三
頁

。

9
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こ

の
不
合

理

を
是

正

す

る
た

め

に
、
從

來

一
つ
の
假

定

が

、

金
融

業

の
取

扱

い

に

つ

い

て
考

え
ら

れ

て
い
た

。
そ
れ

は

、

財

産
所

得

の

牧

納

に

つ

い
て
、

金
融

業

を
個

人

の
総

艦

曾

σq
σq
円
o
σq
暮
霧

o
h
ぎ

象
く
筍
目
蟄
尻
)

と

み
な

し
、

こ

の
部

門

に
お

け

る

要

素

支

…梯

の
算
定

で

は

、
企

業

利

潤

以
外

の
財

産

所

得
支

佛

を

考
慮

に
入

れ
な

い

こ
と

に
す

る

の
で
あ

る
。

し
か

し

こ

の
假

定

に
よ

る
推

計

に
は
、

實
際

問
題

05

と

し
て

一
つ
の
重
大
な
難
貼

が
残

さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
産
業

部
門
毎

に
計
算

さ
れ
た
支
梯
純
利

子
項

目
め
合
計

が
、
本
當

の
意
味

で

の
個

2

國
民
所
得
に
お
け
る
爵
罵
利
子
の
問
題
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商

學

討

究

第
五
奮

第
二
號

人

に
よ

つ
て
受

取
ら
れ
た
利

子
を
示

さ
な

い
、
從

つ
て
そ

の
意
味

に
お

い
て
、
國
氏
所
得

が
過
大

に
評

慣
さ
れ

る
危
瞼
が
あ
り
、
叉
國
民

所

得
中
の
利

子
所
得
割

合
な
ど

を
み
る
場
合

に
は
、
改

め

て
個

人
利

子
所
得
を
計
算
し
な

け
れ
ば
な

ら
な

い
、
と

い
う

こ
と
で
あ

る
。
事

實

米

國

な

ど

に
お

い

て
、
こ

の

"
σq
σq
巳

σq
客
$

o
h

貯
島

話
含

尻

の
假

定

の
下

に
、

通

常

行

わ

れ

て

い
た
方

法

で

は
、
更

に
利

子

を

長

期

債

務

に
關
す
る
も

の
と
、,
短
期
債
務

に
關
す

る
も
の
と
に
分
割
し
、
前
者

の
み
が
個
人

に
支
佛
わ
れ
、
後
者
は
す

べ

て
他

の
企
業

へ
渡

さ

れ

る
、
と

い
う

も
う

一
つ
の
假
定
が
附
加

さ
れ

て
い
た

の
で
あ
り
、
金
融
業
以
外

の
産
業

に
お
け
る
支
佛
利

子
か
ら
、
短
期
債

務

の
利

子

と
、
當
該
企
業
保
有

の
政
府
長
期
債
務

の
利
子
を
控
除
す

る
、
ど

い
う
虚
置

を
と
る

こ
と
に
よ
つ
て
、
前
記

の
難
鮎

が
補
わ
れ

て
い
た

の

で
あ

つ
た
。
だ
が

こ
の
附

加
的
な
假
定
は
、
國
民
所
得
全
膣

に
關

し

て
の
み
な
ら
す
、

そ

の
産
業
構
成
並
び

に
分
配

分

構

成

に

お

い

て

も
、
極

め
て
恣
意

的
な
要
素

を
導
入
し
た

こ
と

に
な

る
、

と
い
う
非

難
を
冤
れ
が
た

い
。
か
く

て
、
節
膓
利

子

の
概

念
を
生
ぜ
し
め
る
第

ハ
ブ

　

二

の

原

因

は

、

,
騎
σq
円
o
㎝q
暮

$

o
隔

貯

象

く
峯

自
夢
『

法

に

つ

き

ま

と

う

恣

意

性

と

い

う

こ

と

で

あ

つ

た

。

7

く
耳
窪

ヨ

。
や

葺

も

勺
夙

冒

ー

b。
y

竈

●
培

I

b。
。。
鳩
暑

●
G。
。。
ー
お

.

oロ
ε
器

"
名

●
阜

6

℃
も

9

シ

ャ
ウ

プ
、

前

掲

書

、

一
四

ニ
ー

五

頁

、

一
八

四
-

五

頁

、

四
四

二
頁

。

要
す
る
に
、
財
産
所
得

の
取
扱

い
に
關
す

る
手
績

き
を

、
す

べ

て
の
産
業

に
お
い
て
統

一
し
、
し
か

も
金
融
部
門

に
不
合

理
な
結
果

を

生
ぜ
し
め
す
、
か

つ
個

人
が
實
際

に
受
取

る
利

子
を
、
恣

意
的
な
假

定
な

し
に
、
各
産
業

の
利
子
項

目

の
合
計

と
し

て
直
ち

に
導
出
し
う

る
こ
と
、

こ
れ
ら

の
問
題
を

一
學

に
解
決
す

る
た

め
に
、
節
島
利

子
と

い
う

こ
と
が
考

え
ら
れ

る
に
至

つ
た

の
で
あ
る
。

さ
て
、
新

し

い
方
法

を
提
案
す

る
論
者
は
、
吹

の
よ
う

に
考

え
る
。
銀
行
は
預
金
者

に
劉
し

て
、
預
金

の
投
資

・
通
貨

の
管

理

・
小
切

手

の
清

算

.
諸
勘

定

の
韓

記
な
ど

の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し

て
い
る
。

こ
れ
ら

の
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
何

ら

の
料

金

を

も
要

求
し
な

い
の

は
、
預
金
者

の
資
金
を
蓮
用

し
て
得
た
貸
付
利

子
及
び
配

當
な
ど

の
総

牧
釜

の

一
部

を
、
預
金
者

へ
渡

さ
す

に
、
無
償

サ
ー
ビ

ス
の
代
金

206
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と
し

て
と

つ
て
お
く

こ
と
を
、
預
金
者

が
獣
認
し

て
い
る
か
ら

で
あ

る
。
換
言
す
れ
ば
、
銀
行

は
た
と

え
投
資

牧
釜

の
全
額
を
預
金
者

へ

手
渡

し
た

と
し
て
も
、
直

ち

に
そ

の

一
部
を
前
記

の
ご
と
き
サ
ー

ビ

ス
の
料
金
と
し
て
、
再

び
納
入
し

て
も
ら

わ
な

け
れ

ば
な
ら
な

い
の

で
あ
る
か
ら

、
豫

め
そ

の
支
出

・
牧
納

を
相
殺
し
、
淺
額
だ
け
を
預

金
者

へ
支
梯

う
こ
と
に
よ
つ
て
、

現
金
取
引

を
有
敷

に
省
略
し

て
い

る
の
で
あ
る
。

こ
の
利
子
支
佛

・
サ
ー
ビ

ス
販
費
と

い
う
爾
取
引

は
、
通
常

の
企
業

取
引
と
全

く
同
じ
性
質

の
も
の
で
あ
り

、
た
だ
そ
れ

が
相
殺

さ
れ
短
縮

さ
れ
た

に
す
ぎ
な

い
め

で
あ

る
か
ら
、
實
際

の
受
沸

い
が
な

い
に
し
て
も
、
取
引
そ

の
も

の
の
實
在
を
無
覗

し
て
は
な

ら
な

い
。
從

つ
て
國

民
所
得

の
計
算

に
お

い
て
は
、
こ
の
相
殺

取
引
を
明
白

に
あ
ら

わ
し
、

あ
た
か
も
投
資
総

牧
釜
が
預
金
者

へ
支
佛

わ

れ
た
か

の
よ
う

に
、
又

サ
ー
ビ

ス
料
金
が
預
金
者

か
ら
支
佛

わ
れ
た
か

の
よ
う

に
取
扱

う
必
要

が
あ
る
。
か

く
し

て
、
銀
行

か
ら
預
金
者

へ
現
實

に
支
佛
わ
れ

て
い
る
預
金
利
子

の
他

に
、
預
者
金

に
脇
屡

し
直
ち

に
銀
行

へ
還

流
す
る
と
こ
ろ

の
利

子
も
、
要
素

支
梯

の

一
項
目

　
お

　

と

し

て
考

え

ら
れ

る

こ
と

に
な

り
、

こ
れ

を
齢
属

利

子

(
一目
喝
暮

o
自

冒
酔
o
財
o
幹
)

と
名

付

け

る

の

で
あ

る

。

8

く
暮
o
ヨ
帥
鱒
o
℃
●
o
霊
堵
℃
℃
●
N
軌
ー
bO
9

"
℃
.
N
刈
ー
ト●
cQ
り
℃
℃
●
qu
刈
1
ω
c◎
・

こ∩
ε
昌
o
"
o
℃
・
9
f

℃
勺
き
O
I
心
H
.
℃
℃
・
ひ
ひ
ー
ふ
8

シ
ャ
ウ
プ
、
前

掲
書

、

五
六
百
、

一
八

ニ
ー

四
頁
。

以

上
で
は
も

っ
ぱ

ら
、
銀

行

の
揚

合

の
み

に
限

つ
て
説

明
を
行

っ
れ

が
、

蹄

馬

利

子

及

び
こ
れ

に
見
合
う

と
こ

ろ

の
囁
囑

サ
ー
ビ

ス
が
襲
生

す
ろ

の

に
・

他
か
ら
慣
け

ら
れ
た
費

金
な
批

資
し
て
得

t
財
産

所
得

の

一
部

も

し
く
に
垂
部
が
、

預
け
れ
人

に
實
際

に
手

渡

さ

れ
な

い
す

べ
て

の
揚
合

に
お

い

て
で
あ

ろ
。
銀

行

・
そ

の
他

の
金
融
機

關

及
び
生

命
保
瞼
會
肚

な
ど

に

つ
い
て
、
蹄
馬

利

子

の
取
扱

い
に
若

干

の
相

違

が
み

ら
れ
る

の
で

あ
る
が
、

受

取

利
子
配
富

と
預
托
者

へ
の
賓

際

の
支
佛

と

の
差

額
、

と

い
う

そ

の
基

本
的
な

考
.乳
方

に
は
何

ら
憂
り

は
な

い
。
(
。
h
.
く
5
8
目
訪
"
弓

・
&

4
℃
や
ら
Q。
ー

㎝
O
・)
從

つ
て
、

こ

の
新

し

い
考
え
方

の
も

つ
意
味

と
、
國

民
所
得
計
算

上

の
重
要
な
諸

問
題

に
、

銀
行

の
場
合

だ
け

を

封

象

と
す

る
こ

と

に
よ

つ
て

も
、
充

分

に
明
ら

か

に
し
う
る
で
あ
ろ
う

。
以
下
、
銀
行
以
外

の
金
融

機
關

に

っ
い
て

の
説
明
は
、

こ
れ
を

省
略
す

る
。

こ
の
蹄
罵
利

子
は
隅
金
融
業

へ
の
預
金
者

が
個
人
と
企
業

と

で
あ
る
た
め

に
、
個
人

に
蹄
圏
す

る
も

の
と
、
企
業

に
館
属

す
る
も

の
と

＼

國
民
所

得

に
お
け

る
爵
・。燭
利
子

の
問

題

207
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56

商

學

討

究

第
五
巻

第
二
號

に
分
か
れ
、

そ
れ
ら
は
お

の
お

の
、
個

人
が
金
融
業

か
ら
購

入
す

る
サ
ー

ビ

ス
と
、
企
業

が
金
融
業
か
ら
購
入
す

る
サ
ー
ビ

ス
と

に
見
合
う
。

一
般

に
企
業
が
販
費
す

る
財
貨

・
サ
ー
ビ

ス
の
う
ち
、
個
人

に
引
渡

さ
れ

る
も

の
は
爵
絡

生
産
物

で
あ
り
、
企
業

に
引
渡

さ
れ

る
竜

の
は
中
間
生
産

物

で

あ

つ
て
、
後
者

は
二
重
計

算
を
防
止
す

る
た
め
常

に
控
除

さ
れ
る
か
ら
、

　
　

　

國
民
所
得

へ
の
附

加
は
當
然

に
前
者

の
み
と

い
う

こ
と

に
な

る
。
前

に
用

い
た
例

に

つ
い
℃
、
節
鷹
利
子
を
計

算
す

る
と
、
銀
行

の
貸
付
利

子
二
〇

プ

ラ

ス
配
當

ニ

マ
イ
ナ

ス
預
金
利

子
五
、
す
な
わ
ち

一
七
と
な
り
、

こ
れ

が
そ
れ
ぞ
れ
企
業

へ
九

(
A
産
業

六

・
B
産
業
三
)
、
個
人

へ
八
脇

鷹
す

あ

　

る
と
す

れ

ば

、
第

一
表

の
バ

ラ

ン

ス
は
第

二
表

の
よ

う

に
書

き
改

め
ら

れ

る

で
あ

ろ

う

。
要

素

支
佛

法

に
よ

つ

て
産
業

別

國

民

所

得

を

求

め

る
と

、

銀

行

で

は
、

賃

銀

七

・利

子

二
(
五

プ

ラ

ス

一
七

マ
イ

ナ

ス
ニ
○

)
・
配
當

五

(
七

マ
イ

ナ

ス
ニ
)
・
留

保

利

潤

一
と
な

り

、
合

計

一
五

、
同

様

に
し

て
A

産
業

で
は

、
賃

銀

三
〇

〇

・利

子

二
(
一
〇

マ
イ

ナ

ス
ニ

マ
イ

ナ

ス
六
)
・
配

當

九

・
留

保
利

潤

二

で
、

合

計

三

=
二
、

B

産
業

で
は
賃

銀

三

四

七

・
利

子

一
二

(
二

五

マ
イ

ナ

ス

一
マ
イ

ナ

ス
三
)
・
配

當

一
〇

・
留

保

利
潤

四

で
、

合

計

三

八

二

と
な

る
。
.又
利

子
項

目

の
合
計

は
、

A

産
業

二

・
B

産

業

二

一
.
銀

行

二

で
二

五
と
な

り

、

そ
れ

は
個

人

の
受

取

る
貨

幣
利

子

一
七

と
魯

表)

業

二

産

(第

A

31

6

300

10

9

2

、

出支入牧

屡〕

商 品 購 入

金 融用 役 購入 〔囁

銀賃

細

2

6

駒

駒

受 取 利 子 〔貨

〃 〃 〔爵

支 佛 利 子

當配

留 保 利 潤

 

費販

358

 

計合358

 

計合
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B産 業

牧 入
[

735

11

3!

支 出

國
民
所

得
に
お
け
ろ
蝶
馬
利
子

の
問
題

販 賢

受 取 利 子 〔貨 幣〕

〃 〃 〔蹄 閣 】

商 品 購 入

1金 融用役購入 備

1}』}
計i739i

賃 銀

支 携 利 子

配 當

留 保 利 潤

麗 〕

合

350

3

347

25

10

4

合 計 739

銀 行

牧 入

受 取 利 子

配 當

手 数 料 〔貨 幣〕

〃 〃 〔麟 圏〕

支 出
　 ヘ ロリ　 へ ほ

2・陣 踊 入

2[賃 銀

9
2支 彿 利 子 〔貨 幣 〕

17〃 〃 〔昂 囑 〕

1配 當

1留 保 利 潤

合 計 41

i-一 一一_一 一

1合
計

4
占

7
・

5

7
`

7

1
占

1

41

個 人

牧 入/
_i

支 出

賃

利

〃

配

銀

子 〔賀

〃 〔蹄

當

{

幣 〕i

罵 〕1

11
6541'潰

・7レ

8睡
241

合 計17・3

費 〔貨 幣〕

〃 〔蹄 圏〕

蓄

合 計

702

8

'( 一)7

703
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商

學

討

究

第
五
巻

第

二
號

飾

鵤
利

八

の
合
計

に
等

し
く

、

銀
行

の
附

加

償
値

一
五

は
、
銀

行

に
お
け

る
賃

銀

と

利

潤

の
合

計

に

相

當

す

る
。
從

つ
て

こ

ρ
計

算

で

は

、
財

産

所

得

に
關
す

る

一
般

準
則

を
す

べ

て

の
産
業

に
適

用
し

つ

つ
、

し

か
も
な

お
金

融
部

門

に
何

ら

の
不

都

合

を

も
生

ぜ

し
め
す

、

か

つ
利

子
支

佛

を

長
期

債

務

に
關
す

る

も

の
と
、
短
期

債

務

に
關

す

る
も

の
と

に
分

割

す

る
と

い
う
操

作

に
頼

る

こ
と

な
く
、

利

子
項
目

の
産

業
合

計

は
、

そ

の
ま
ま

直

ち

に
、
純

粋

に
個
人

に
よ

つ

て
受

取

ら
れ

る
利

子
所

得

を
示
す

の
で
あ

る
。

9

<
艮
o目
ρ
"
o℃
●
9
r

℃
.b9
ひ
・

ω
8
ロ
o
"
o噂
.
oF
℃
℃
・
心
H.

、

シ
ャ
ウ
プ
、
前
掲
書
、

一
八
三
-
四
頁
。

正
確

に
い
え
ば
、
蹄
罵

利
子
は
個
人
と
企
業

と
政
府
と
に
分
割
さ
れ
る
。
政
府
に
蹄
燭
す
る
分

の
取
扱

い
は
、
政
府

の
提
供
す
る
ザ
ー
ビ

λ
の
評
債
と

い
う
こ
と
に
關
連

し
て
、
複
雑
な
問
題
な
與
え
ろ
て
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
議
論

の
紛
糾
な
避
け
る
れ
め
に
、
こ
れ
な
省
略
す

る
。

10

こ
の
蹄
属
利
子
総
額

の
、
個
人
と
企
業

へ
の
分
割
、
あ
る

い
に
諸
産
業
間

の
分
割
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
預
金
者

の
預
金
額
割
合
に
よ
う
按
分
と
い

う
近
似
計
算
が
行
わ
れ
る
。
(
。h.
目
鼻
⑦ヨ
9
…
。や

島
高
国
》・
自
ー
a

●)

・
こ
、て

一
七
の
麟
陽

利
子

を
、
企
業
九

・
個
人
八
に
分
割
し
れ

の
は
、
oQ
一§
。

の
敷
字
な
そ

の
ま
ま
用

い
た
だ
け
で
あ
り

、
又
A
産
業
武

・
B
産
業
三

に
分
割
し
た
の
に
、

お
の
お
の
の
産
業
に
お
け
る
預
金
利
子
に
比
例

さ
ぜ
て
、

二
封

一
に
分
け
る
と

い
う
便
宜
的
な
手
段
に
よ

つ
れ
ま
で
で
あ
り
、
別

に
深
い
帳
櫨
に
な

い
。

肌

上

に
蓮

べ
た
國

民

所

得
推

計

の
各

方
法

を

・
そ

の
計

算
結

果

に
つ

い

て
封
比

す

れ

ば

、
第

三
表

の
よ
う

に
な

る

で
あ

ろ

う

。

A
産
業

と
B

産

業
を

一
括

し

て

「
他

の
企
業

」
と

し

、

そ

こ

に
お

け

る
短

期

債

務

の
利

子
支

佛

額

と
、
そ

こ

に
お

い
て
受

取

ら
れ

た
政

府

の
長
期

債

務
利

子

の
合

計

を

、
假

り

に

x
と

し

て

お

こ
う
。
國

民
所

得

総
額

に
お

け

る
各

方

法

の
相

違

は

、
ω

よ

り
個

人

の
蹄
薦

利

子
を

マ
イ

ナ

ス
す

れ
ば
囲

に
等
し

く

、

又
ω

に
企
業

の
節

島

利

子

を
プ

ラ

ス
す

れ

ば
図

に
等

し

く

、
他

の
企
業

の
全
受

取
利

子
(
節

艦
利

子
を

含

む
)
と

前

記

の

x
と

の
差

を
ω

に
プ

ラ

ス
す

れ

ば

、
凶

に
等

し

く

な

る
と

い
う

よ

う

に
解

す

る

こ
と

が

で
き

る
で
あ
ろ

う
。

從

つ
て

、
も

し
も
ω

が
正
當

な
評

便

方

法

で
あ

る
な

ら

ば

、
囲

及

び
図

の
方

法

で
は
、

そ

れ

ぞ
れ

の
露

馬

利

子
分

に
相

當

す

る
と

こ
ろ

の
、

過

小
評

債

と
過

大

210
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〆表)三(第

成

利潤

31

31

33

33

分 配分構

賃釧 利子i

25

 

4

654

654

654

17

32

35-x

産 業 構 成

銀 行 随 の企業

69515

704

704

707-x

 

勉

15

國民所

得総額

157

厨 利子 な考 え る方
710

推 計 方 法 の 相 違

702

719

な考 えず、 かつ

業 と同檬1=取 扱 う

 

蹄
法

馬
題

他
方

ω

子
な

産

利
業

の
法

蹄
金

②

〔3)個人の総体 と して取扱 う
方法

四紺鰐館
な鴇礁1

期 と に分 割 す る方 法 … …722--x…

 

國
民
所
得
に
お
け
る
購
属
利
子
.の
問
題

評
贋

と
が
行

わ
れ

て
い
る
こ
と
に
な
レ
、
又
他

の
企
業

の
全
受
取
利

子
と
前
記

の

x
と
が
等
し

い
と

い
う
偶
然

の
機
会

に
お

い
て
の
み
、
そ
れ
迄
米
國

に
お

い
て
探

用
さ
れ

て
き
た
回

の
方
法
が
、
新

し
く
提
案

さ
れ
た
ω

の
方
法

と
、
結
果
的

に
同

じ

こ
と

に
な

る
の
で
あ

る
。
そ

の
外
、
産
業
構

成

の
面

に
お

い
て
も
,
分
配
分
構

成

の
面

に
お
い
て
も

、

い
ろ
い
ろ
な
差
異
を
齎
ら
す

こ
と
は
、
表

に
示
さ
れ
た
結

へ
11

)

果

の

と

お

り

で

あ

る

。

11

産

業
構

成
に

お
け

る
相
違

は
、
A

と
B

と
に
分
割

し
て
示
す

必
要

が
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
、

後

出
第

五
表

に
お

い
て
、
産
業
別
生

産
國

民
所
得

に
關
す

ろ
各
種

の
推
計
方
法

な
比
較

し

.
な

が
ら
、

一
萱
的

に
示
す

こ

と
に
す

ろ
。

金
融

業
あ
個

人

の
総

体

と
し
て
考

え
ろ
揚

合

に
、

然

ら
ざ

る
場

合

よ
り

も

利
潤
項
目
が
大

と
な
ろ

の
は
、
前
者

に

お

い
て
銀

行

の
要

素
支
佛
額

な
、
賃

銀
と
配
當
及
び
留

保
利
潤

の

合
計

と
し
、
配
…冨
に
關

し
て
支
出

マ
イ

ナ

ス
受

取
と

い
う
純

配
當

の
形
式
を
撮

ら
な

い
か

ら

で

あ
る
。
純
配
當

の
形
式
で
計
算

な
し
な

い
の
は
、

い
う
迄

も
な
く
、
財
産
所
得

の
牧

納

に

っ

い
て
銀
行
を
企
業

と
し
て
ぼ
考
え
な

い
、

と

い
う
假

定

よ
り
す

ろ
當
然

の
蹄

結
で

あ

る
。

三

館
馬
利

子
が
實
際

に
國
民
所

程
計

算

の
中

に
加

之
ら
れ
た
の
は
、
米
國

で
は

一

(
12

)

九
四
七
年

の
商
務
省
推
計

に
お
け
る
大
改
訂
以
後

で
あ
り
、
わ
が
國

で
は
、
昭
和

、
13

)

(
14

)

二
十
四
年
分
配
國
民
所
得

の
第

二
吹
推
計
以
來

の
こ
と
で
あ
る
。
職
後

に
お
け
る

211
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商

學

討

究

第
五
巻

・
第

二
號

わ
が
國

の
國

民
所
得
は
、
衆
知

の
よ
う
に
分
配

さ

る
べ
き
部
分

に
よ
る
推

計
と

い
う
方
式

を
探

つ
て
お
り
、
勤

舅

所

得

・
個

人

業

主

所

得

・
個
人
賃
貸
料
所
得

・
個
人
利

子
所
得

・
法

人
所
得

・
官
公
事
業
剰

余
等

・
海

外
よ
り

の
純
所
得

と

い
う
七
大
項
目
か

ら
成

つ
て
い
る

が
、
鯖
島
利
子
を
導

入
す

る
こ
と

に
よ

り
て
攣
化
し
た

の
は
、

こ
の
う
ち
個
人
利
子
所

得

の
み
で
あ

つ
て
、
國
民
所
得
総
額

に
封
す

る
影

響

は
、
相

封
的

に
い
つ
で

極

め
て
小
さ

い
も

の
で
あ

つ
た
と
も

い
え
る
。
ま
た
、
個
人

に
よ

つ
て
實
際

に
受
取
ら
れ
た
所
得

で
あ
る
と

こ

ろ
の
個
人
所
得
も
、
從
來

の
も

の
よ
り
も
鶴
属
利

子

(
個
人
分

)
だ

け
大
き
く
な
り
、
從

つ
て
又
可
庭

分
所
得
も
、
消
費
支
出
額
も
、
そ

れ
だ
け
大
き
く
な

る
と

い
う
結
果
を
生
す

る
が
、
そ
れ
ら

の
攣
化

は
い
す

れ
も
、
瞬
馬
利

子

の
個
人
受

取
分
を
別

に
計
算
し

て
お

い
て
、

そ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
個
所

に
附
加
す

る
と

い
う
軍
純
な
操

作
を
も

つ
て
足
り
、
こ
の
こ
と

に
よ

つ
て
他

の
部
分
の
推
計
方

法
ま

で
が
愛
化

(
15

)

す

る

と

い

う

こ

と

は

全

く

な

い

の

で

あ

つ

て
、

そ

の
意

味

に

お

い

て
は

必

す

し

も

重

大

な

問

題

で

は

な

い
と

も

い

え

よ

う

。

し

か

し

な

が

ら

、

國

民

所

得

を

産

業

別

に
把

握

す

る
場

合

に

は

、

饒

島

利

子

に
關

す

る
虞

理

如

何

が

推

計

手

綾

に

與

え

る
影

響

は

、

極

め

て
廣

範

團

で

あ

り

、

か

っ

所

得

の
産

業

構

成

比

率

も

か

な

り

憂

化

せ

ざ

る

を

え
な

い

の

で

あ

る
。

12

商
務
省
推

計
に
お
け

る
重
要
な
愛
化

や

一
賢

的

に
示
し
☆

も

の
と

し
て
は
、

例
え
ば
、

註
1

に

燭

れ
た

O
⑦
三
ロ。
ロ

の

、.男
。
℃
o
洋

8

↓
二
唱
豊
耳
o

ご
尻
8
。。餓
O
房

O
h
堵
曽
諏
O
ロ
巴

一b
8
ヨ
。
客
。
瑞
霞
O
ヨ
。
艮
.、
の

堕
・
0
7
巴
σq
⑦
m
ぎ

b
。
℃
壁

ヨ
⑦
艮

O
h
6
0
ヨ
ヨ
臼
O
O
6
8
0
名
窃

(
灯
℃
●
卜9
0
-
bo
H
)

な
参

照
。

13

経
濟
安

定
本
部

の
推
計

に
よ
る
昭

和

二
十

四
年
分
配

國
民
所
得
に
、

二
十

五
年

五
月

に
そ

の
第

一
次
推
計

が
、
翌

二
+
六
年

三
月
、

そ

の
第

二
次
推

計

が
襲
表
さ

れ
て

い
ろ
。
第

二
次
推

計
に
、

ヲ

シ

y
ト

ソ
大
學

の
ヒ

ユ
ー
バ

i
博

士

の
批
判

と
、

そ

の
後

の
新

し

い
賢
料

に
も

と
つ

い
て
、
第

一
家

推

計
な
改
算

し
れ
も

の
で

あ
る
が
、
個

人
利
子
所

得

に

っ
い
て

に

ヒ

エ
ー

バ
ー
博

士

の
指
摘
が

あ

つ
五
わ
け
で
な

く
、
第

一
次
推

計

の

一
四

】
億

圓

(
貨

幣

利
子

の
み
)
が
、

い
わ

ゆ
る

ヒ
ユ
ー

バ
ー
試
算

に
も

そ

の
ま
ま
用

い
ら

れ
て

お
り
、
安
定

本

部

が
他

の
諸

項
目

な
改
算
寸

う
に

際

し
て
、
前

記

の
貨

幣

利
子

は

コ

ニ
七
億

圓

に
改

め
ら
れ
、

新
お

に
臨
周

利

子

二
四

二
億
圓

が
附

加

さ
れ

れ

の
で

あ

る
。

(
経
濟

審
議
臨

「
國
民
所
得

資
料

月
報

」
第

三

一

號

中

に
お
け
る
、
第

八
回

ア
ジ
ヤ
換
東
纏
濟

委
員
會

『
日
本

に
お
け

る
國

民
所
得

お
よ
び
支

出

の
推

計
方
法
(
案
)
』

に
よ

る
)

14

一
九
四

八
年

に
出
版

さ
れ
六
、

各
國

の
國

民
所
得
統

計

に
關

す
る
國
蓮

統
計
局

の
報
告
書

で

に
、
銀
行

及
び
そ

の
他

の
金
融
機
關

に
よ

つ
て
提

供

さ

れ

ろ

サ
ー
ビ

ス
の
取
り
扱

い
に

つ
い
て
、
諸

國
間

に

非

常

な

相

違

の
あ

る
こ

と
な
述

ぺ
、
結

局
、

ヵ

ナ
ダ
、

米
國
及
び
ブ

エ
ル
ト

・
リ

コ
に
お

い
て

212
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は
金
融

業
か

ら
無

償
で

提
供

さ
れ
る

サ
ー
ビ

ス
な
預
金
者

へ
爵
罵

せ
し
め
て

い
る

が
、
多

く

の
國

々

で

に
、

こ
れ
な

預
金
者

よ
り

も
む
し

る
借
り
手

の
方

に
麟
薦

ぜ
し

め
う
か
、
も

し
く
は
無

槻

し
て

い

る
、

と

い
つ
て

い
る
。

(
ω
宣
§
二
S
一
〇
h津
o
o

o
h

子
o

q
昌
律
o
ら

2
舞
δ
霧

"
2
"
二
〇昌
魯
一

ぼ
o
o
冒
⑦

聾
9
訴
鉱
9

0
h
く
跨
δ
口
い
6
0
β
β
q
一畠

H
O
ω
CQ
I

H
O
心
刈
噛
℃
勺
.
H
O◎
1
憩
N
・)

最
近

の
歌
祝

に

つ
い
て
に
、

資
料

が
手

元

に
な

い
の
で
不
明
で
あ

る
。

我

が
國

の
内
部

に
お
け

る
地
域

別
國

民
所
得

(
都
道
府
縣

民
所

得

と
し
て
、

地
方
行
政

ブ

ロ
ッ
ク
に

よ

つ
て
調
査

さ
れ
イ
、
い
ろ
も

の
)

の
推

計

に
お

い
て
は
、

二
十
五
年

も
し
く

は

二
十
五
年
度

に
關

す

る
推
計

以
來
、
家

第

に
館
馬

利
子
を
考
慮
す

る
も

の
が
多

く

な

つ
て
き
て

い
る
。
試
み

に
筆

者

が
、

各
地
方

の
二
十
六
年

も

し
く
は

二
十
六
年
度

の
推

計
報

告
な
調

べ
て
み
る

と
、

こ

れ
な
と

り
入

れ
て

い
る
と
こ

ろ
は
、
青
森

・
宮
城

・
秋

田

・
千
葉

・
山

梨

・
廣
島

・
佐
賀

・
長
崎

・
大
分

・
鹿

見
島

な

ど

の
各
縣
で

あ
り
、

北
海

道

・
岩
手

・
栃
木

・
東
京

・
神

奈
川

・
新

潟

・
富
山

・
石
川

・
長
野

・
静

岡

・
兵
庫

。
奈

良

・
和
歌
山
な

ど
で
は
、

こ
れ
な
計
算

に
含
め
て

い
な

い
。
こ

の
う
ち
、
新

潟
縣

と

和
歌

山
縣

と
は

理
論

上
問
題

が

あ
ろ
と
し
、

富
山
縣

は
資

料

上
困
難

と
し
て
、
除
外

の
理
由
な

明
ら

か
に
し
て

い
る
。

15

わ
が
國

の
國

民
所
得
計
算

の
中

に
と
り
入

れ
ら

れ
て

い
る
蹄
…腸
利
子

の
個
人
分

に

つ
い

て
、
最

近

の
撒
値
な

示

せ
ば

第
四
表

の
よ
う

に
な
る
。

(
経
濟
審
議

魔
調

査
部
國

民
所
得

課
編

「
日
本
纏
濟

と

國
民
所
得
」

二
五
九
頁

に
よ
ろ
)

い
ま
試

み
に
、
.分
配
國

民
所

得

・
個

人
所
得

・
可
塵
分
所
得

・
個

人
漕

費
支

出

及
び
個
人
利
子

所
得

中

に
お

い
て
、
、
・
の
額

の
占

め
る
比
寧
な

計
算

す
れ
ば
、

同
表

各

欄

に
示
す

と
お
り

で
あ

ろ
。

産

業

別

生

産

國

民

所

得

の
推

計

は

…
般

に
、

総

生

産

額

か

ら

所

得

卒

に

よ

つ

て
純

生

産

額

を

求

め

る

、

と

い
う

物

的

方

法

で
行

わ

れ

る

が

、

い

わ

ゆ

る

サ

ー

ビ

ス
部

門

に

つ

い

て
は

、

そ

の

産
業

の
性

質

よ

り

し

て
、

こ

の
方

式

を

適

用

し

え

な

い

た

め

に

、

通

常

一
経

螢

當

り

の

國
民
所
得
に
お
け
ろ
蹄
麗
利
子
の
問
題

表)
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商

學

討

究

第
五
巻

第
二
號

純

牧
入
を
求

め
、

こ
れ
に
経
醤
総

数
を
乗
す

る

と
い
う
人
的
方
法
が
併
用

さ
れ

る
。

し
か
し
金
融
業
部
門

に
お

い
て
は
更

に
、
そ

の
牧
入

142

の
穴
部
分
を
占
め
る
金
利
牧
入
が

、
既

に
他

の
庵
業
部
門

に
お
け
る
純
生
産
物

の
中

に
含

ま
れ

て
い
る

の
で
、
他

の
サ
ー
ビ

ス
部
門

と
も

異

な

つ
た
取
扱

い
を
す

嶋
必
要
が
あ
る

の
で
は
な

い
か
、
と

い
う
問
題
を
生
す

る
。
そ

の
其
膣

例
を
調

べ
て
み
る
と
、
例

え
ば
我

が
國

の

昭
和

五
年

に
お
け
る
國
民
所
得
調
査

で
は
、
金
利

以
外

の
牧
入
額
よ
り
、
こ

の
牧

入

の
た

め

に
要
し
た
光
熱
及
び
交
通
費
を
控
除

し
、

こ

　め

ね

れ
に
金
利
關
係
事
務

に
要

し
た
人
件
費
を
加
え

て
、
金
融
業

の

一
維
螢
當
り
純

牧
釜
を
計

算
し

て
い
る
。

又
、
職
後
経
濟
安
定
本
部
が
、

縣

民
所
得

の
推
計
方
法

に
關
す

る
試
案

を
提

示
し
た
際

に
、
産
業
別
生
産
縣
民
所

得

の
金
融
業
部
門

に

つ
い
て
は
、

サ
ー
ビ

ス
牧

入
を
源

ハ
レ

　

泉

と
す

る
人
件

費

及

び

利
潤

の

み
を
計

上
し

、

金

利

牧

入

を

源

泉

と
す

る
も

の
は

、

こ

れ
を

除

外

す

べ
き

で
あ

る
と

い

つ

て

い
る
。

勿

論

、

こ
れ
ら

は
蹄
島

利

子
を
考

慮

し

な

い
立

場

で

あ
り

、
も

し
齢

屡
利

子

の
概

念

を
導

入

す

れ

ば
、

金
融

業

部
門

で

は
蹄
驕

サ

ー
ビ

ス
を

生

産

し

て
い

る

の
で
あ

る
か

ら

、
金

利

牧

入

を

特

に
除

外

す

る
理
由

は

な
く

、
総

牧

入

か
ら

経

費
を

マ
イ

ナ

ス
す

る

と

い
う

、
普

通

の
サ

ー

ビ

ス
部

門

の
取

扱

い
と
全
く

同

一
に
な

ろ

う

。

だ

が
そ

の
場

合

、
注
意

し
な

け

れ

ば

な

ら

な

い
こ
と

は

、
企
業

の
受

け

と

る
脇

馬

サ
ー

ビ

ス
は

、

前

に
燭

れ
た

よ

う

に
中
間

生
産

物

と

し

て
考

え
ら

れ

る
か
ら

、

蹄
属

利

子

の
企
業

分
を

産
業

別

に
求

め
、

こ
れ

を

そ

れ

ぞ

れ

の

産

業

に
お

け

る
純

生

産
額

か

ら

マ
イ

ナ

ス
す

る
か
、

あ

る

い
は
所

得
率

の
計

算

に
お

い

て

、
麟

馬
利

子
を

控
除
す

べ
き

経
費

項

目

の
中

に

入

れ
な

け
れ
ば

な

ら

な

く
な

る
、

と

い
う

こ

と

で

あ

る
。

す

な

わ
ち

、
臨

囑
利

子
概

念

の
導

入

は
、

い
ま

ま

で
常

識

的

に
是

認

せ

ら
れ

て

き

た

物
的

方

法

そ

の
も

の
に
封

し

て
も

、

一
つ

の
改
訂

を

要

求

す

る

こ
と

に
な

る

の

で
あ

る
。

16

内
閣
統
計
局

「
昭
和
五
年
國
民
所
得
調
査
報
告
」
、
四
七
頁
、
附
録
四
頁
。
同
じ
方
法
は
昭
和
十
年

の
推
計
に
お

い
て
も
探
用
さ
れ
て

い
る
。
総
理

魔
統
計
局
編

「
昭
和

ナ
年
に
お
け
る
我
國
富
及
び
國
民
所
得
額
」
、
四
四
-

五
頁
。

人
件
費
と
経
費
な
、
金
利
牧
入
に
闘
す
る
も

の
と
そ
れ
以
外
の
牧
入
に
開
す
る
も
の
と
に
分
割
す

う
に
は
、
各
牧
入
の
総
牧
入
中
に
占

め
ろ
割
合
に
ょ

つ
て
按
分
す
る
の
て
あ
ろ
。

(
前
掲

「
昭
和
五
年
調
査
報
告
」
四
七
頁
参
照
)

17

纏
濟
審
議
購
恥
「
國
民
所
一得
沓
ハ料
月
門報
」
第
四
六
號
中
・に
集
録

さ
れ
て
い
ろ
、

「
縣

民
所
得
推
計
試
案

」

(
二
十
四
年
三
月
)
の
、

『
産
皿察
別
生

産
縣
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民
所
得

の
概
念

と
そ

の
推
計
方
法

』

の
項

な
参

照

。
(
「
資
料
月
報
こ

[
一
〇
1

ご
頁
)

サ
ー

ビ

ス
牧
入

を
源
泉

と
す

ろ
人
件

費
及
び
利
潤

に
、

総
牧

入

に
樹
す

る

サ
ー
ビ

ス
牧

入

の
割
合

に
よ

つ
て
求

め
る
。

前
節

で
用

い
た
例

に
ょ

つ
て
読
明
し
よ
う
。
A
産
業

に
お
い
て
、
総

生
産
三
五
〇

・
控
除
す

べ
き
経
費
三

一
・
純
生
産

三

一
九
と
い
う

の
は
、
通
常

の
物
的
方
法

に
よ
る
計
算

で
あ

る
が

、
そ

れ
は
明
ら
か

に
蹄

薦

利

子

を

考

え

ぬ
立
場

で
あ
る
。
臨
嶋
利
子
を
考
え
る
な

ら

ば
、
控
除
す

べ
き
維
費
は
三
七
と
な
り
、
從

つ

て
純

生

産

は

三

一
三
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
を
銀
行

に
つ
い

て
い
う
な
ら

ぼ
、
飼
罵
利
子
を
計
算
に
入

れ
る
場
合
は
、
総
生
産

一
九

(
手
敬
料

の
合
計

)
・
控
除

経
費

四
・
純
生
産

一
五

で
あ
り
、
蹄
膓
利
子
を
考
慮

ハ　

り

せ

ぬ
な

ら
ば
、
総

生
産
二

(
貨
幣
手
数

料
)
・
控
除
経
費

四
・
純
生
産

マ
イ
ナ

ス
ニ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
飢
述

の
昭
和

五
年

の
方
法
、
及
び

　
れ

り

縣

民
所
得

の
方
法

で
は
、

い
す
れ
も

こ
れ
ら
と
違

つ
た
結
果
を

生
す

る
。
臨
鶴
利

子
を
考

え
ぬ
場
合

、
金
利
は
確
か
に
他

の
礎
業
部
門

に

お
け
る
純
生
産
額

の
中

に
含

ま
れ

て
い
る
か
ら
、

二
重
計
算
を
避

け
る
た
め
に
は
、

こ
れ
を
除

外
す

る
の
が
勿
論
正
當

で
あ
ろ
う
。
し
か

ご

し
金
利
牧

入
の
た

め

に
物
的

経
費
が
か
け
ら
れ

て
あ

る
な

ら
ば
、
金
利
全
艦
を
純
生

産
額

の
中

へ
含

ま
し
め
る
こ
と
は
、
愛
當

で
は
あ

る

ま

い
。

叉
、
金
利

に
關
す

る
人
件
費
を
特
別

に
加
算
す

る
昭
和

五
年

の
方
法
は
、
そ

の
純
償
値

が
金
利

に
關
す

る
人
件
費

に
相
當
す
る
と

こ
ろ

の
、
無
償

サ
ー
ビ

ス
の
存
在
を
前
提
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
同
時

に
そ

の
無
償

サ
ー
ビ

ス
が
、
全
部

個
人
に
よ

つ
て
受
け
と
ら

れ

て
い
る
と

い
う
假
定

が
必
要

で
あ
る
。
現
在
、
経
濟
審
議
聴

に
よ

つ
て
公
表
さ
れ

て
い
る
産
業
別
國
民
所
得

は
、
節
旙
利

子

の
入

つ
て

(
20

)

い
る
分
配

國
民
所
得
を
産
業

別

に
組
替

え
た
も

の
で
あ

る
が
、
そ
れ

は
純
生
産

に
よ

る
計

算
結

果
と
も
異
な

り
、
叉
要
素
支
佛
法

に
よ

る

(
21

)

計
算
結

果
と
も
異

な

る
よ
う
な
、
産
業

別

の
所
得

が
算
出

さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
も

し
も
、
第

一
次

・
第

二
次
産
業
を
物
的
方
法

に
よ

ハ
が

ね

り
推
計

し
、
第

三
吹
産
業

だ
け
を
、

こ
の
産
業
組
替

え
結
果

で
代
用
す

る
と

い
う
方

法
が
探
ら

れ
る
な
ら
ば
、
以
上
に
述

べ
て
き
た
各
種

の
相
違

貼
が
、

よ
り

一
暦
複
雑

に
混
合

さ
れ

る
こ
と

に
な
る
。
又
、
通
常

の
物
的
方
法
を
そ

の
ま
ま
生
か
し
な

が
ら
、
國
民
所
得

の
総
額

に

っ
い
て
、
蹄
薦
利
子
を

考
慮
す

る
立
場

と
同
じ
結
果
を
得
よ
う
と
す

る
な
ら

ば
、
金
融
業
部

門

に
お

い
て
は
、
饒
馬
利

子

の
個
人
分
を

國
民
所
得
に
幻
け
ろ
蹄
腸
利
子
の
問
題

215



、

磁

商

學

討

究

第
五
巻

策
二
號

別

個

に
加

算
し
な

け
れ
ば
な

ら
な

い
で
あ

ろ
う
し
、
既

に
鯖
属
利

子
を
考

之
る
立
場

を
探

り
な

が
ら
、
各
産
業

に
お

い
て
企
業

の
蹄
島
利

16

(
23

)

2

子
を
控
除

し
な

い
な

ら
ば
、
そ
れ
ら

を

一
括

し

て
金
融
業

で
控
除

し
な

け
れ
ば
な

ら
な

い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
便
法

を
行

う
と
き

は
、
金
融
粟
部
門

の
所
得
が
、
そ

こ
で
支
佛
わ
れ
て
い
る
入
件
費

よ
り

も
少
な

い
と

い
う
よ
う
な

こ
と
が
、
當

然

に
起

り

う

る

で
あ

ろ

う
o18

こ

の
結

果
に
、
要
素
支

佛
法

に
ょ

つ
て
、

し
か
も
財

匿
所
得

に
關
す

ろ

【
般
準
則

な
適

用

し
お

そ
れ
ぞ
れ

の
揚
合
と
、

全
く

同
じ
で

あ
る
。

第
三
表

と
第
五
表
な

比
較

さ
れ

れ

い
。

19

昭
和

五
年

の
調
査

に
お
け

る
方

法
で

計
算

す

れ
ば
、
亥

の
よ
う

に
な

る
。

金
利
牧
入

と

い
う
項

目
に
、

貸
付

利
子

と
配
當
牧
入

な
含

め
る
な
ら
ば

、
総

牧
入
中

に

お

い
イ、
占

め
ろ
金

利
牧

入
と
そ
れ
以
外

の
牧
入

と

の
比
牽

に
、

一

一
樹

一
て
あ

ろ
。
從

つ
て
、
金

利
以
外

の
牧

入
に
二
、

こ
れ
か
ら
控

除
す

べ
碁
緯
費

は
、
総

経
費
四

に

(
1
「12
)
心
乗

じ
れ

も

の
、

又

金

利

攻

入

に
關
す

ろ
人
件
費

は
、

七
に

(
11
皿12
)
な
乗

じ
れ
も

の
と
な

る
。
そ
れ
散

、
銀
行

の
所
得

は

1
鱗

で

あ
る
。
も

し
も
、

金
利
牧
入

な
も

つ
て
貸

付

利
子

と

の
み
解
す

ろ
な

ら
ば
、

右

と
同
檬

の
計
算
形

式
に
よ
り
、
結

果
に
ー
一6

と
な
る
。

9

生
産
縣

民
所
得

の
方
法

に
よ
れ
ば
、
衣

の

よ
う
に
な

ろ
。

人
件
費

と
利
潤

の
合
計

一
五
に
、

サ
ー
ビ

ス
牧
入
割

合

(
⊥

12
)
な
乗

ず
る
。
結
果
に
1

一4

と
な
ろ
。
し
か

し
な
が
ら
生
産
縣

民
所

得
推
計

の
実

際
に

ユ

お
い
て
に
、
必
ず
し
も
こ
の
方
式
が
探
用

さ
れ
て
い
ろ
わ
け
で
は
な

い
。
例
え
ば
、
分
配
所
得

の
推
計
に
ょ
ろ
勘
勢
所
得

・
個
人
業
主
所
得

・
法
人
所

得
に
、
借
入
賢
本
利
子

・
蒼
業
用

借
用
地
代
家
賃
な
加
え
る
方
法

(
二
十
七
年
青
森
縣
)
、
あ
ろ
い
は
受

入
利
子
プ
ラ
ス
手
歎
料
牧
入

マ
イ
ナ
ス
支
佛

利
子
に
封
す

る
、
手
敬
料
牧
入

の
比
た
求
め
、・
こ
れ
な
人
件
費
と
利

潤

の
合

計

に
乗

ず

る
方
法

(
二
十
七
年
顧
井
縣
)
、
又
人
件
費
と
利
潤
と
に
つ

垂
、
企
業
な
封
象
と
す

る
も
の
と
家
計
々
封
象
と
す
る
も

の
と
に
分
け
、

企
業
な
封
象

と
す
う
も

の
に
前
記

の
手
歎
料
牧
入
率
な
乗
じ
、
家
計
な
封
象

と
す
う
も

の
に
つ
い
て
に
、
全
額
を
計
上
す
る
と
い
う
方
法

(
二
十
七
年
秋
田
縣
)
、
等

々
が
あ
る
。
そ

の
い
ず
れ
も
が
、
蹄
贋

利
子
を
考
え
る
立
場

と
も
、
こ
れ
な
排
除
す

る
立
揚
と
も
異
な
る
よ
う
な
猫
特
な
方
法
で
あ
ろ
と
同
時
に
、
又
そ
れ
ぞ
れ
が
意

味
的
に
も
紡
果
的
に
も
相
違
し
て
お
り
、
正

に
方
法

上
の
混
飢
歌
態
と
い
う
ぺ
昔
て

あ
ち
う
。

20

纏
濟
審
議
鷹

「
日
本
経
濟
と
國
民
所
得
」
、
第
二

『
産
業
別
國
民
所
得
』
参
照
。

21

分
配
國
民
所
得
な
組
替
え
る
具
体
的
な
操
作
で
、
こ
こ
に
關
係
の
あ
ろ
も
の
の
み
を
畢
げ
れ
ば
、
衣

の
と
お
り
で
あ
ろ
。
勤
勢
所
得
は
産
業
部
門
別

も
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に
求

め
ら

れ
て

い
ろ

の
で
、

そ
れ
な

そ

の
ま
ま
用

い
ろ
。
個

人

利
子

所
得

は
、

全
國
銀

行

に
お
け

る
産

業
別
貸

出
残
山局
の
比

に
よ

つ
て
按
分

す

る
。

法

人
所
得
に
、
國
粉
統

計

の
會

鮭
表

に
お
け

る
各

産

業

の
利
釜
金

額

の
比

に
よ

つ
て
按

分
す

る
。
(
前

掲
「
日

本

紹

濟

と
國
民
所
得
」

四

一
頁

)

從

っ
て
こ

の
方
法
で

に
、

い
わ
ゆ

る

支
梯
純
利
子
も

し
く
は
支
佛
純

配
當

の
計
算

が
、
か

な
り
歪

め
ら

れ
て

し

ま
う
こ
と

に
な

ろ
。

い
ま

こ

の
方
法

な
利
用

し
て
計
算

し

て
み
る

と
、

個
人

利
子
所
得

二
五
葎

貸

付
利
子

の
割

合
で
A

と
B

に
按

分

ヨ

し
て
、
A
産

業
5

・
B

産
業
τ

と

し

フ
ロ

ユ

法
人

所
得

の
合

計
三

一
な

利
盆

金
額

ヨ

の
比
で
按

分

し
て
、
A

産
業
軌

・
B

ゆ
　

　
ム

産
業
3
。
・
銀
行
』

と
す

れ
ば

、
結
果

コ
　

ワ
ロ

は
第
五
表
㈲
あ

よ
う
に
な

う
て

あ

ろ

隔つ

0

22

経
濟
審
議
寵

「
國
民
所
得
賢
料
月

報
」
第
四
三
號

に
お

い
て
、
試
算
さ

表)

 

五(第

國民 産 業 構 成
推 計 方 法 上 の 相 違 所得

総額 A産剰 確 剰 銀行
備 考

　 一 一 一

(1)蹄 属利 子な考 え る方法 …… 710 313 382 55 註(18)参 照

(2)通 常の物的方法で一貫すろ
702 319 385 一2 同 上方法

1 ρ

(3)昭 和五年國民所得調査 の方
法 712義

1
319385 8毒 註(19)参 照

(4)生 産縣民所得推計試案の方
319 385 1}法 705} 同 、上

(5)分 配所得の産業組替 による l
I

710 377.7 14.5
,

註(21)参 照方法 317.8

(6)Aを 物的方法で、B及 び銀
行 に〔5)な利用 す る方法 …… 711.2 319377.7 14.5 註(22)参 照

(7)賜 届利子な入れなが ら、A
及びBか ら蹄扇利子な控除 i

710 319 385 6せぬ方法 註(23)参 照

(8)第 三 表の〔3}の方 法 719 319 385 15

(9)第 三表の㈱の方法 719-x
　

15 x=xム 十XB319一 岬5一 聖

(10)露 屠利子 に よる購 入な、 す
r 褐

べて預金者の蒼業経費とし 1
て控除する方法 702 313382 7 註(26)参 照

(11)各 産業で個人へ實際 に支佛
っ†こもの及び企業留保な集
計する方法

、}
702315370 17

ll} 2

 

國
民
所
得
に
お
け
る
麟
屡
利
子
の
問
題
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討

究

第
五
春

第
二
號

,

れ
て
い
る
生
産
國
民
所
得
の
基
本
的
な
性
格
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
と
解
ぜ
ら
れ
る
。

23

そ
の
い
ず
れ
の
一揚
合
も
、
結
果
は
第
五
表
㈲
の
よ
う
に
な
る
。

以
上

に
述

べ
た
各
種

の
推
計
方
法

に
よ
つ
て
、
前
節

の
設
例

か
ら
、
國
民
所
得
の
総
額

と
そ
の
産
業

別
構
成
を
計
算
し
、
こ
れ
を

…
覧

的

に
表
示
し
た
も

の
が
、
前
頁

の
第

五
表

で
あ
る
。
同
表
中

に
あ
ら
わ
れ

て
い
る
各
方
法
間

の
甚

だ
し

い
相
違
は
、
い
ま
ま

で
い
ろ

い
ろ

な
假
定

の
下

に
、
あ

る
い
は
極

め

て
不
注
意

に
、
と
り
扱

わ
れ

て
い
た
と
と
ろ

の
、
金

融

業

に

お

け

る

純
生
産
と
は
何
か
と

い
う
問

題

に
、
重
要
な

反
省

の
契
機
を
與

え
る
も

の
で
あ

ろ
う
。
同

時

に
叉
、
齢
馬
利
子

の
考

え
方
を
、
生
産
國
民
所
得
計
算

の
場

に
ま

で

一
貫

せ

し

め
て
ゆ
く
な
ら
ば

、
當
然

に
所
得
率

の
計
算
方
法

が
攣
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
と

い
う
こ
と

は
、
こ
の
問
題

が
廣
く

一
般

的
に
、
純
生
産
額
と

い
う
も

の
に
封
す

る
理
論
的
な
規
定

に
つ
い
て
、
よ
り
深

い
吟
味

の
必
要
性
を
内
包
す

る

こ
と

に
他
な
ら
な

い
。

218

 

四

餓
馬
利
子
と

い
う
新
概
念

の
探

用

・
不
探

用
は
、
結

局

に
お
い
て
、
金
融
機
關

の
受

取
る
投
資
牧

釜
を
、
資
金
用
役

の
純
橿
値

と
み

る

か
、
資
金
用
役

の
純
憤
値

に
金
融

サ
ー
ビ

ス
費
用
が
附

加

さ
れ
た
も

の
と
み

る
か
、

に
か
か
る
で
あ

ろ
う
。
あ
る

い
は
、
假
り

に
預

金
者

が
節
廃
金
融

サ

ー
ビ

ス
に
支
佛

を
す

る
も

の
と
し
て
も

、
そ

れ
を
所
得
支
出

と
み
る
か
、

経
費
支
出

と

み
る
か
に
か
か
る
で
あ
ろ

う
。
新

し

い
立
場

は
、

あ
た
か

も
預
金
者
が
、
銀
行

の
仲
介

に
よ

つ
て
自
ら
投
資
を
行

い
、
貸

付
利
子
を

一
た
ん
手
元
に
牧

め
、
從

つ
て
こ
れ
を

資
金
用
役

の
封
債
と
し

て
嚢

生

し
た
所
得
と
考

え
、
し
か

る
後

に
、
仲
介

の
報
酬
と
し

て
、
銀
行

の
利
潤
及
び
賃
銀

と

い
う
別

個

の
所
得

を
支
佛

つ
て
で
も

い
る
か
の
よ
う

に
取
扱

い
、

こ
の
貸
付
利

子
と
預
金
利
子

の
差

で
あ

る
と

こ
ろ

の
仲
介
料
を
ぱ
、
貸
付
利
子
を
獲
得
す

る
た
め

に
要

し
た

経
費
と
は
考

え
な

い
σ
で
あ

る
。

こ

の
よ
う
な
假
定

が
許
容
せ
ら
れ
る
た
め

の
根
擦

は
、
現
實

に
預
金
者

が
、
預
金
利

子
を
受

取

つ

て
い
る
外

に
、
銀
行

か
ら
何
ら
か

の
無
償

の
サ
ー
ビ

ス
を
受

け
て
い
る
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。
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'
確

か

に
預
金
者

は
、
現
金
を
所
持
す

る
こ
と

に
と
も
な
う
紛
失

・
盗
難

・
火
災

そ

の
他

の
危
瞼

を
冤
れ
・

現
金
を
蓮
搬

す
る
こ
と

の
手

数
と
、
そ

の
受
佛

い
に
關
す

る
煩
雑

さ
を
避
け

る
こ
と
も

で
き
、
同
時

に
又
取
引

に
お

け
る
信
用
と
保
謹
と
を
獲
得

し
て

い
る
こ
と

に
な

る
。

こ

の
た
め

に
銀
行
は

、
帳
簿

・
預
金
通
帳

・
傳
票

・
小
切
手
帳
な
ど
を

消
耗

し
、
か

つ
多
く

の
銀
行
員
を
働
か
せ

ね
ば
な
ら
な

い
。

從

つ
て
、
預

金
者
が

こ
れ

に
封

し

て
何
ら

の
料
金

を
も

支
彿
わ
な

い
の
は

、
本
來
も

つ
と
多
額

で
あ
る
べ
き
預
金
利

子
を

、
現
實

の
よ
う

に
僅
か
し
か
受
取
つ
て

い
な

い
か
ら

で
は
な

い
か
、
と
推
論
す
る
こ
と
も

一
懸
安
當
と
思

わ
れ

る
。
し
か
し
更

に
進

ん
で
、

こ
の
無
償

サ

ー
ビ

ス
の
償
値

が
、
投
資
牧
釜
と
預
金
利
子

の
差
額

に
等
し

い
と
推
論
す
る
た

め
に
は
、
投
資

牧
釜
の
全
額

が
撹
金
者

に
手
渡

さ
る

べ
き

も

の
な

の
だ

、
と
い
う
別

個

の
理
由
づ
け
を
必
要

と
す

る
。
け
れ
ど
も
、
銀
行

の
投
資
資

金

の
す

べ
て
が
、
預
金

に
よ
つ
て

の
み
賄

わ
れ

る
わ
け

で
は
な

い
か
ら
、

そ

の
理
由
づ
け
は
極

め
て
困
難

と
な
ろ
う
。
す
な

わ
ち
、
預
金
者
が
自
ら

の
資

金
を
投
資

す

る
と

い
う
考

え
方

か
ら
す
れ

ば
、
借
り
手

に
封
す
る
銀
行

用
役
も

、
廣

い
意
味

で
預

金
者

に
劃
す
る
用
役

の
中

に
含

め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
銀
行

に
よ

つ

て
預
金
以
外

の
資

金
が
投
資

せ
ら
れ

て
い
る
場

合

は
、
借
り
手

に
封

す

る

用

役

の
少
な
く

と
も

一
部
分
は
、

い
か
な

る
意
味

に
お

い
て

も
、
預

金
者

に
封
す
る
用
役
中

に
含

め
る
こ
と
が

で
き
な

い
。
し
か
し
問
題

は
、
も

と
も

と
銀
行
を
預
金
者

の
輩
な
る
投
資
仲
介
者

、
も

し
く
は
投
資

代
行
者

と
し
て
性
格

づ
け
る
こ
と

の
當
否

に
あ
る
。
各

種

の
資
金
を
集
結

せ
し
め

る
こ
と
、
そ

し
て
そ

れ
を
各
種

の
投

資
方

向

へ
配

分
し
、
そ

の
成
果

に
つ
い
て
の
責
任
を
負
う

こ
と
、

こ
れ
ら
の
組
織
的
な
蓮
螢

は
、
果

し
て
個

々
の
預
金
者

の
投
資
活
動

に
ま

で

分
解

さ
れ
う

る
も

の
で
あ
ろ
う
か

、

叉

分

解

し

て
考

え
る
こ
と
が
現

實

に
安

當

で

あ

ろ
う

か
。
勿
論
、
預

金
者

の
實
感

に
は
、
預

金

と

い
う

こ
と

に
直
接

に
關
蓮
す

る
事
柄

の
み
が
問
題

と
な
り
、
お
そ
ら
く
自

己

の
預

け
入
れ

た
資
金
と
、
銀
行

の
投
資
活
動
及

び
そ

の
牧

釜
と
を
結

び

つ
け

て
考

え

て
は

い
な

い
で
あ
ろ
う
。

の
み
な
ら

す
、
個

人
と
し

て
の
預
金
者

の
う
け

る
館
屡

サ
ー
ビ

ス
は
、
消
費
と

し
て

盧
理

さ
れ

て
い
る
の
で
あ

る
が
、
日
常

の
生
活

に
お
け
る
消
費

と
同
じ
意
味

で
考

え

る
な
ら

ば
、
狭

い
意
昧

で
預
金
そ

の
も

の
に
關

し
て

19

與

え
ら

れ
る

サ

ー
ビ

ス
は

、
實

際

に
消

費

と

し

て
享

受

さ
れ

る
か

も

し
れ
な

い
が

、
借

り

手

に
封

す

る

サ

ー
ビ

ス
が

、
預

金
者

に
と

つ

て

2

國
民
所
得
に
お
け
る
盤
轟
濁
利
子

の
問
題

,
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第
五
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第
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號

(鋼

)

果

し

て
消
費

と
考

え
ら

れ

る

で
あ

ろ

う

か

。

む

し
ろ
、
'
假

り

に
預

金

者

自

ら
が
投

資

す

る
も

の
と
想

定

し

て
も

、

借

り

手

に
封

し

て
與

え

ね

ば

な
ら

な

い

サ

ー
ビ

ス
、

す

な

わ

ち

そ

の
た

め

に
要
す

る
人
件
費

や

物
的

経

費

な

ど

は

、
貸
付

利

子

の
獲

得

に
必
要

な

費

用

と
し

て
考

え
る

べ
き

で
あ

り
、

こ

の
費

用

と
純

資

金

用

役

と

の
合

計

が
、
借

り

手

か

ら
利

子

と
し

て
支
佛

わ

れ

る
と

み

る
こ

と

こ
そ

、

よ

り

現
實

的

な

接

近

と

い
う

べ
き

で

は
な

か

ろ

う

か
。

そ

れ

故

に
、

銀
行

が
預

金
者

に
提

供

し

て

い

る
無
償

サ

ー
ビ

ス
の
償

額

は

、
投

資

牧

釜

と
預

金

利

子

の
差

に
相

當

す

る

の

で
は
な

く

、
そ

の

一
部

に
す

ぎ
な

い
と
考

え

る
方

が

、

む

し
ろ
現

實

的

に
無

理

の
な

い
規

定

の

よ

う

に
思

わ

れ

る

の

で
あ

る

。

24

例
え
ば
、

「
日
本
て
は
、
各
預
金
者

の
t
め
に
銀
行
が
奥
え

て
い
る
小
切
手
使
用
そ
の
他

の
便
宜
に
、
銀
行
に
よ
つ
て
な
さ
れ
る
サ
ー
ビ

ス
の
趣

め

て
小
さ
な
部
分
で
し
か
な

い
。
銀
行
業
務

の
サ
ー
ビ
ス
の
大
部
分
に
、
借
入
人
ま
六
は
、
貸
付
人
と
し
て

の
役
割
な
果
す
藁
務
と
な

つ
て

い
ろ
」
と
い

う
見
解
も
あ
ろ
。

(
第
八
回
ア
ジ
ヤ
極
東
纏
濟
委
員
會

『
日
本
に
お
け
ろ
國
民
所
得

お
よ
び
支
出

の
推
計
方
法
劉
』
、

「
國
民
所
得
資
料
月
報
」
第

三

一
號
}、
七
三
頁
)
又
、
もo
侍舞
於
識
o巴

O
hh尉
ゆ
oh
臼
o
d
昌
蹄
①自
乞
9諏
o昌
。n
閃
　Z
舞
凶o昌
巴

一ロ
oo
葺
o
qり露
鼠
切焦
oロ自
HO
ωco
-
HO心
刈

に
よ
れ
げ
」、

カ
ナ
ダ
に
お
い

て
は
、

「
カ
ナ
ダ
の
商
業
銀
行

の
牧
支

一
萱
表

の
分
析

は
、
特
定

の
料
金
な
し
に
提
供
さ
れ
協

サ
ー
ビ
ス
が
、
借
リ
手
よ
り
も
む
し
ろ
、
グ
ル
ー
プ
と

し
て
の
預
金
者
な
利
す
る
と
い
う
結
論

に
當
遽
し
乖
。

こ
れ
ら

の
無
料

サ
ー
ビ

ス
に
從

っ
て
、
預
金
者

へ
郎

陽

さ
れ
ろ
」
(℃
・HQO
)
と
。
そ
の
結
論
は

い
か
に
と
も
あ
れ
、
銀
行
サ
ー
ビ

ス
な
、
預
金
者
に
封
す
る
も
の
と
借
り
手
に
封
す

る
も
の
と
に
分
け
て
み
る
こ
と
は
、
投
資
牧
盆

の
全
額
が
預
金
者

へ
蹄
麗

す
る
と

い
う
想
定
よ
り

も
、
穏
當
な
接

近
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

220

 

、

し
か
し
以
上

に
述

べ
た

こ
と
は
、
そ

の
額
が

い
か
に
と
も
あ
れ
.
銀
行
か
ら
預

金
者

へ
無
償

で
與

え
ら
れ

て
い
る
サ
ー
ビ

ス
の
存
在
を

肯
定

し
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
編
鷹
利
子
概
念

の
導

入
そ

の
も

の
を
是
認

し

つ
つ
、
た
だ
そ

の
額

の
覧
定

に
つ
い
て
の
み
問
題
が
淺

さ

れ

て
い
る
、

と

い
う
こ
と
を
意
味
す

る
こ
と

に
も
な
ろ
う
。
だ
が
果

し
て
、
無
償

サ
ー
ビ

ス
の
有

無
は
、
餓
属

利

子
概
念
導
入

の
是
非

と

そ

の
よ
う

に
直
結
す

る
も

の
で
あ

ろ
う
か
。
例
え
ば
貸
付
利
子
九

、
預
金
利

子

二
、
預
金
者

の
受
け

る
無
償

サ
ー
ビ

ス
の
債
値

を

三
と
す

れ
ば
、
預
金
以
外

の
資
金

に
鶴
薦

す

る
牧
釜

、
及

び
預
金
者
以
外

に
劉
す

る
金
融

的

サ
ー
ビ

ス
費
用

の
合
計

は
四
、
預

金
者

へ
實
質

的

に

●
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支
梯

わ
れ
た

こ
と
に
な

る
利

子
は
五
と
な

り
、

こ

の
場
合
、
蹄
鶴
利

子
三
と
蹄
屡

サ

ー
ビ

ス
三
と

の
相
殺

取
引
が
考

え
ら
れ
る

こ
と

に
な

る
。
し
か

し
な
が
ら
、

こ
れ
を
次

の
よ
う

に
推

論
す

る
こ
と
も

可
能

で
あ
ろ
う
。

い
ま

の
例

に
お
い
て
、
銀

行
が
、
預

金
者

に
與

え
る
サ

ー
ビ

ス
の
料
金
三
を
、
預
金
者

へ
請
求
す
る
代

り

に
借
り
手

へ
請
求

し
、
そ

の
請

求
額

三

が

貸

付

利

子

九

の
中

に
含

め
ら

れ

て
い
る
と

し
、
從

つ
て
預

金
者

の
受

取

る
利

子
は
始

め
か
ら
預
金
利

子

の
二
で
あ
り
、
そ
れ
以
上

の
何
も

の
で
も
な

い
と
し
よ
う
。
そ
う
す
れ
ば

、

無
償

サ

ー
ビ

ス
の
存
在
を
是
認
す
る

こ
と
は
、
直

ち
に
蹄
圏
利
子

の
導
入
と
結

び

つ
く

も

の
で
は
な

い
こ
と

に
な
る
。
そ
れ
故

に
、
問
題

は
無
償

サ
ー
ビ

ス
の
有
無
そ

の
も

の
に
あ

る
の
で
は
な
く
、
銀
行

が
預
金
者

ヘ
サ
ー
ビ

ス
を
提
供

し
な
が
ら
、
そ

の
野
慣
と

し

て
料
金
を

徴
牧

し
な

い
の
は
、
預
金
者

へ
本
來
渡
す

べ
き
も

の
を
渡

さ
す
、
事
前

に
そ

の
分
だ
け
清

算
し

て

い
る
た
あ
な

の
か
、

そ
れ
と
も
預

金
者

に
代

つ
て
借

り
手
が
支
佛

つ
て
い
る
た
め
な

の
か
、
と
い
う
二
つ

の
想
定

の
い
す
れ
を
選
揮

す

る
か

に
あ
る

の
で
あ

る
。
國
民
所
得

の
計

算

に
お

い
て
、
鯖
屡
所

得
が
考
慮

せ
ら
れ

る
の
は

、
明
白
な
貨
幣
支
梯
が
と
も
な

わ
な
く

と
も
、
實
際

に
財
貨
及

び
用
役
が
消
費

せ
ら
れ

て

い
る
場
合

で
、
例

え
ば
、
個
入
が
自
ら

の
所
有

地
も
し
く
は
所
有
家
屋
を
消
費

用
に
用

い
て
い
る
と
き
の
、
蹄
馬

地
代
も
し
く
は
鯖
屡

家
賃
な

ど
が
そ
れ

で
あ

る
。
し
か
し

こ
れ

ら
の
場
合
と
、
銀
行

が
預
金
者

に
與

え
る
無
償

サ
ー
ビ

ス
の
場
合
と

で
は
、
根
本
的
な
相

違

が

あ

る
。
す
な
わ
ち
、
後
者

に
お

い
て
は
前
述

の
よ
う
に
、
實
際

に
享
受

し
て
い
る
人
以
外

の
も

の
に
よ
つ
て
支
梯

わ
れ

て
い
る
、
と

い
う

想

定

の
行

わ
れ
う

る
余
地
が
あ

る
け
れ
ど
も
、
前
者

で
は
、
い
か
な

る
意
味

に
お

い
て
も
、
誰
か
が
所
有
奢

に
代

つ
て
賃
貸
料
を
支
佛

つ

て
い
る
と
想
定

す
る
こ
と
が
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
。
從

つ
て
、
既

に

一
般

に
是
認
せ
ら
れ

て

い
る
蹄
属
賃
貸
料

の
取
扱

い
も
、
蹄
屡
利

子

概
念

の
導

入
に
封
し
て
は
、
必
す

し
も
充

分
な
根
櫨
…を
與
え
る
も

の
で
な

い
と

い
え
よ
う
。
實
際
、
卸
費
商

が
製
造
業
者

に
…封
し
て
無
償

の
サ
ー
ビ

ス
、
例

え
ば
製
造
機
械

の
無
料
修

理
な
ど
、
を
提
供

し
た
よ
う
な
場
合
、
卸
費

商

は
當
然

に
、

そ

の
費

用
を
小
費

商

へ
の
卸
費

償
格

に
含

め

て
回
牧
す
る

で
あ

ろ
う
。
そ

の
と
き
、
生
窟
者

の
う
け
る
無
料

サ
ー
ビ

ス
の
費

用
を
實
際

の

生

産

者

償

格

に
加
え
た
橿
格

に
よ

る
取
引

と
、
更

に
そ

の
い
わ
ゆ

る
脇
屡

ナ
ー
ビ

ス
に
關
す

る
受
佛

い
の
存
在
を
、
假
定
的

に
考

え
ね
ば
な
ら
な

い
と
す

る
議
論

は
、

國
民
所
得
に
お
け
ろ
蹄
屡
利
子
の
問
題
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い
う
迄
も
な

く
承
認
せ
ら
れ
難

い
も

の
で
あ
ろ
う
。

の
み
な

ら
す
饒
属

利
子
を
國

民
所
得

の
中

に
含

め
る
立
場
は
、
土

地
及

び
家
屋

の
用
役
と
貸
付
資
金

の
用
役
、
す

な
わ
ち
賃
貸
料
と
利

子

の
取
扱

い
に
つ
い
て
、
同

じ
財

産
所
得

で
あ
り
な
が
ら
、
不
當

に
差
別

を
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
賃
貸

料
は
、
賃

貸
業

に
從
事
す

る

企
業
と
、
個

人
と
し

て
の
所
有
者

と

に
支
梯

わ
れ
る
。
そ
れ
は
利

子
が

、
金
融
業
と
個
人
と

に
支
沸
わ
れ
る

こ
と
と
同
じ

で
あ
る
。

と
こ

ろ
が
、
賃
貸
業

に
從
事
す

る
企
業

に
支
佛

わ
れ
た
賃

貸
料
は
、
そ
れ

か
ら
企
業
活
動

に
關
す

る
物
的
諸
経
費

が
控
除

さ
れ
、
賃
銀
及
び
利

潤

(
配
當

ブ
ラ

ス
企
業
留
保
)

と
し

て
の
み
計
上

さ
れ
、
決
し

て
賃
貸
料

(
地
代
も
し
く

は
家
賃

)
と

し

て
は
取
扱

わ
れ
な

い
。
も
し
そ

の
不
動
産
会
肚
が
、
個

人
か

ら
そ
れ
ら

の
不
動

産
を
借
り

て
い
る
と
す
れ

ば
、
不
動
産
会
就
か
ら
個
人

へ
支
彿
わ
れ
た
も

の
の
み
が
、
賃

貸
料

と
し

て
計
上
さ
れ

る
に
す
ぎ

な

い
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
す

何
故

に
、
金
融
業

に
支
沸
わ
れ
た
利

子
が
、
そ

の
ま
ま
利
子

(
貨
幣
利
子
及
び
齢
麗
利

子
)

と

し
て
計
上

さ
れ
、
そ

の
他

に
再
び
賃
銀
及

び
利
潤

と
し

て
、

二
重

に
計

算
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ

ろ
う
か
。

「
例

え
ば
或

る
不
動
産
会
杜
が
小
費
店

に
敷
地
を
貸
す

と
す

る
と
、
そ

の
小
費
店

の
地
代
支

梯

は
そ

れ

自

艦

は
要
素
支
彿

で

は
な

い
。

そ
う
で
な
く

、
そ
れ
は
財
貨

や
補
充
品

に
封
す
る
支
佛

と
同

じ

性
質

の
も

の
で
あ

る
。
そ

の
敷

地
が
生
じ

る
用
役
は
、
不
動

産

産
業

部
門

で
生

産
さ
れ

る
も

の
で
、
小
費
商
業

部
門

で
な

さ
れ

る
も

の
で
は
な

い
。

こ
の
用
役

に
つ
い
て
の
要
素

支
佛

は

(
法
人
)
利
潤

と
し
て
記
録

遷
れ
、
純

地
代
と
し

て
で
は
な

い
。

し
た
が
り
て
國
民
所
得

の
構
成

部
分
と

し
て
の

「
地
代

」
な
る
項
目

は
、
個
人

の
受
取

(
25

)

る
純

地
代

の
み
を
ふ
く

ん
で
い
る
か
、
す
く
な
く

と
も
そ
れ

の
み
を
ふ
く
む
よ
う
に
意
圖

さ
れ

て
い
る

の
で
あ
る
。
L

と

い
う

酸
げ
8

娼

の
読
明

に
お

い
て
、
不
動
産
会
枇

及
び
不
動
産
産
業

と

い
う
語
を
金
融
業

に
、
敷

地
と

い
う
語
を
資
金

に
、
そ
し

て
地
代
も
し
く
は
純
地

代
を
利

子

に
置

き
換

え
る
こ
と
が
、
何
故
許

さ
れ
え
な

い
の
で
あ

ろ
う
か
。
地
代
ば

か
り
で
な
く
、
國
民
所
得

の
構
成
部

分
と
し
て

の
財

産
所
得
は
す

べ
て
、
個
人

の
受

取
る
も

の

の
み
を
含

ん

で
い
る
か
、
そ
れ

の
み
を
含

む
よ
う

に
意
圃
さ
れ

て
い
る

の
で
あ

る
。
鰯
薦
利

子

を
計
算
す

る
方
法
は
、
金
融
業

に
支
佛

わ
れ
る
財
産
所
得
を
、
そ

の
よ
う
な
取
扱

い
に
蜀
す

る
例
外

と
考

え
、
そ

こ
で
は
實
際

に
個
人
の

222
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受
取
る
も

の

の
み
を
含
む
よ
う

に
で
は
な
く
、
假
定
的

に
個
人

の
受

取
る
も

の
を
も
含

む
よ
う

に
工
夫
さ
れ

て
い
る
の
で
あ

る
。
小
費
店

の
不
動
産
会
杜

に
封
す

る
地
代
支
梯

が
、
財
貨

に
鉗
す

る
支
挑

と
同
じ

で
あ
る
と
す

る
な
ら
ば
、
同
檬

に
銀
行

に
甥
す
る
利

子
支
梯

が
、

財
貨

に
樹
す

る
支
佛
乏

同
じ

で
な

い
と
す

る
理
由
は
何

で
あ
ろ
う
か
。
不
動
産
会

肚

を
、
不
動

産
用
役

の
費
買
業

の
よ
う

に
取
扱

つ
て
よ

い
な
ら
ば

、
銀

行
も

叉
、
例

え
ば
資
金
用
役

の
賞
買
業

の
よ
う

に
取
扱

い
、
貸
付
利

子
を
費
上
金
、
預
金
利
子
を
仕
入
代
金

と
し
て
考

え

る
こ
と

が
、
換
言
す
れ
ば
、
銀
行

は
預
金
者

か
ら
資

金
用
役
を
買

入
れ
、

こ
れ
を
借

り
手

へ
韓
費
す

る
こ
と

に
よ

つ
て
、
そ

の
償
格
差
を

牧
得
す

る
と
想
定

す

る
こ
と
が
、
許

さ
れ

て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
伽
。

25

シ
ャ
ウ
プ
、
前
掲
書
、

一
二
五
-
六
頁
。
☆
だ
し
、
傍
線
に
筆
者
が
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
。

更

に
叉
、
も
し
假

り

に
齢
属
利
子

の
考

え
方
を
容
認

す
る
と
し

て
も
、
銀
行

か
ら
企
業

と

し

て

の
預

金

者

へ
提
供

さ
れ

る
サ
ー
ビ

ス

を
、
中
間
生
産
物

の
消
費
從

つ
て
費
用
と
解
す
る
ご
と
く
、
個

人
と

し
て
の
預
金
者

に
與

え
ら
れ
る
サ
ー
ビ

ス
を
も
、
同
じ

く
費
用
と
し

て
、
す
な
わ
ち
節
薦
利

子
を
も

つ
て
、
預
金
者
が
全
利

子

(預

金
利

子
プ

ラ
ス
蹄
腸

利
子
)
を
獲
得
す

る
た

め
に
要
し
た
経
費
と
考

え
る

　ふ

　

な

ら
ば
、

介

配

分
構

成

に
よ

る
國

民

所

得

の
計

算

は

、
從

來

の

も

の

と

全

く

異

な

ら
な

い
ご

と

に
な

る

で
あ

ろ

う
。
哩
暮

二
魯
暮

が

同
暮

o
B
9

に
劉

し

て
、
齢

属

利

子
を
國

民
所

得

に
加

え

る

こ
と

は
、

純

(
昌
Φ
酔
)
所

得

と
総

(
σq
樒
o
。。
¢
)
所

得

と
を

直
別

す

る

問

題

の
實
際

ヘカ

　

的
な

解
決

に
お

い
て
、

む

し
ろ

一
歩

の
後

退

を
行

う

こ
と

に
な

る

の
で

は
な

い
か

と
批

評

し

た

の

は

、
正

に

こ

の
顯

に
か

か

わ
る

も

の

で

あ

つ
た
。
目
馨

。影
2

は
そ

れ

に
衡

し
、

個

入

に
よ

つ

て
購

入

さ

れ

た
銀

行

サ

ー
ビ

ス
を

、
個
人

の
螢

業

経

費

と

み
な

し

て
、

「
よ
り

純
な

る

」
國
民

所

得

(
鉾

.昌
o
ま
自

.
諺

寓
o
冒

一
言

8
ヨ
①
)
を

得

る
と

い
う
考

え
方

に
は
同

情
す

る
が
、

し

か

し

、

そ

う

い
う
観

職

を

お

し
進

め

る
な

ら
ば

、
人
間

資

本

の
置

換

を

も
含

め
た

、
個

人

の
あ

ら

ゆ

る
生

産
費

を
除

去

す

る
と

い
う
と

こ
ろ
迄

行

か

ね

ば
な
ら

す

、
も

し
そ

こ
迄

徹
底

し
な

い
と
す

れ

ば

、

中
途

に
お

い

て
合

理

的
な

中

止
顯

を

確

立
す

る

こ
と

に
は

、
非

常

な

困

難

が
あ

る

だ

ろ
う

か
ら

、

反

樹
せ

　
　
り

ざ

る
を
え

な

い
と

い

つ

て

い
る
。

そ

の
算

定

は
不

可
能

に
近

い
で

あ

ろ
う

け

れ
ど

も
、
勢

働

の
再

生

産
費

を

考

慮

す

る
こ
と

は

、
國

民

所

國
民
所
得
に
お
け
る
蹄
団腸
利
子

の
問
題

223
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得

に
よ
つ
て
生
活

水
準

の
問
題

に
接

近
す

る
た

め

の
、
不

可
欠
な

一
要
件

と
も

い
う

べ
き

で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
目
的

に
劉

し

て
は
、

現
在

の
國
民
所
得

の
實
際
的
な
規
定
も
、
な

お

一
つ
の
便
宜
的
な
中
聞
黙

に
他
な
ら
な

い
。
從

つ
て
、
蹄
島
利

子
を
経
費

と
し
な

い
中
間

黙

と
、
こ
れ
を
経
費
と
し
て
控
除
す
る
中
間

鮎

と
を
比
較
し

て
、
喝
暮

菖
o
帥
9

が
前
者
を
ぱ

一
歩
後
退

で
は
な

い
か
と

い
う

の
に
野

し
、

後
者
を
探

る
な
ら

ば
最
終
瓢
ま

で
進
ま
ね
ぽ
な
ら
な

い
と

い
う
、
換
言
す

れ
ば
、
前
者
な
ら

最
絡

鮎

に
至
ら
な
く
と
も
濟

む
合
理
的
な
中

(
29

)

間

黙

な

の
だ

と

い
う

意

味

の

目
暮

①
岩
ぞ

の
主

張

は

、

い

さ

さ

か

不

穏

當

で

あ

る

よ

う

に
思

わ

れ

る

の

で

あ

る

。

26

液
だ

し
産

業
別
構

成

に
お

い
て
に
、
同
じ

に
は
な
ら
な

い
。
既

出

の
假

設
例

に

お
い
て
、

個
人

の
投

資
純
牧
盆

な
銀

行
と

い
う
グ

ル
ー
プ

に
含

め
る

な
ら
げ
「

第

五
表
㎜

の
よ
う

に
な
ろ
う
。

27

Qα
ε
9
0
。。
言

崔
8
ヨ
o
碧

q

≦
㎡
巴
子
"
〈
包
・
×
暢
℃
曽
ス

H
罰
6
0
ヨ
ヨ
6
鼻

ぴ
鴇

Q自
・
団
号
円一〇
聲

♂

℃
・
置

●

28

き
達

㎞
閑
唱

落

ξ

7
n『・
網
ロ
8
ヨ
2

℃
・
刈
P

29

各

國

の
國

民
所
得
統
計

に
關
す
る
國
連
報
告
書

の
中
で

も
、
聾
陽

利
子

の
問

題
な
吹

の
よ
う

に
結

ん
で

い
ろ
。

「
預
金
者

に
封
ず

る
利

子

の
蹄
麗

に

つ
い
て
、

異

な

つ
六
見
解

が
と
ら
れ
う
ろ
こ

と
も
考
え

ら

れ
よ
う
。
預

金
者

は
、

家
屋
所
有
者

と

同
様

r
、
企

業
者

の
特

殊
な

一
形
態

と

み
る
こ
と
も

で

き
ろ
。

そ
う
す

る
と
、

實

際

の
も
し
く

に
露
囑

の
銀

行
手
数

料
は
、

預
金
者

の
菅
業
経
費

と
し
て
考

え
ち

れ
、

そ
の
純
利
子
所
得

は
、

受

取
全
利
子

か
ら
、

實

際
も

し
く
は
蹄
厨

銀

行
手
殿
料

の
全
支
出
な
差

引

い
た
も

の
に
等

し
く

な
る
て

あ

ろ
う

。
も

し
も

こ

の
見
解

が
探

ら
れ

る
な
ら

ば
、
無

料

で

提
供

さ
れ
れ

銀
行

サ
ー
ビ

ス
に
關

し

て
、

利
子

と
手
籔
料

な

個
人

に
昂
属

せ
し

め
ろ
こ
と
は
、

國
民

所
得

の
櫓

大
な
導

か
な

い
こ
と

が
明

ら
か
で

あ
ろ

う

。
」
(
ω
或

箆

8
=

)ヨ

8

。
コ

ゲ
。
d
・
2
●
"
。
℃
・
。
ξ

や

犀

)

。
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五

し
か
し
、
第

二
節

の
最
初

に
述

べ
た
よ
う

に
、
二

つ
の
實
際
的
な
具
髄
的
な
理
由
が
、
餓
屡
利

子
概
念
を
焚
生
せ

し
め
た
も

の
と
す
れ

ば
、
そ
れ
ら

の
事
柄

に
つ
い
て
、
何

ら
か

の
適

切
な
虚

理
を
探

る
こ
と
な
し

に
は
、

こ
の
新

し

い
概
念
を
國
民
所
得
計

算

の
場
か
ら
排
除

し

乏
な

い
で
あ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
、
脇
薦
利

子
を
考

え
ぬ
と
す

れ
ぱ
、
産
業
間

に
お
い
て
二
重
計
算
を
避
け
な
が
ら
、

し
か
も
な
お
金
融
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業

に
お
け

る
附
加
便
値

が

マ
イ
ナ

ス
に
な

つ
た
り
、
あ

る
い
は
支
梯

わ
れ
た
人
件
費
よ
り
も
小
と
な

つ
た
り
す

る
よ
う
な
、
不
合

理
な
結

果
を
生
ぜ
し
め
な
い
何
ら

か

の
代
り

の
虚
置

が
必
要

で
あ
る
。
又
、
無
理
な
假
定
を

用
い
る
こ
と
な
く
、
各
産
業

に
お
け
る
利

子
項
目

の

合
計

が
、
直

ち
に
全
膿

と
し

て
個
人

の
受
取
る
利
子

で
あ

る
よ
う
な

、
代

り

の
計
算
方
法
が
考
案

さ
れ
ね
ば
な
ら

な

い
。

・

こ

の
こ
と
に

つ
い
て
、
詔

鴛
プ
弓

げ
0
5

は

一
つ
の
提
案

を
な

し
て
い
る
。
そ
れ

は
、
各
産
業

に
お

い
て
、
企
業

か
ら
直
接

個
人
に
支
彿

わ
れ
た
も

の
の
み
を
集
計
し
、
他

の
企
業

に
支
佛

わ
れ
た

も

の
を

一
切
排
除

す

る
と

い
う
方
法

で
あ
り
、
例

え

ば

支

彿

利

子

に
つ
い
て

も

、
銀
行
及

び
そ

の
他

の
金
融

的
企
業

へ
の
支
梯

と
個
人

へ
の
支
彿
と
を
分
離

し
、
後
者

の
み
を
所
得
計
算
に
と
り
入
れ

る

の
で
あ

る
。

そ

の
理
由
と
す

る
と

ζ
ろ
は
、
銀
行
及

び
そ

の
他

の
金
融

機
關

は
、
特
定

の
用
役

を
生
産
し
こ
れ
を
販
費
す
る
企
業

と

い
う
意
味

に
お
い

て
、
何
ら
他

の
事
業
会

就
と
異
な

る
も

の
で
は
な
く
、
從

つ
て
例

え
ば
あ
る
製

造
企
業
が
、
從
業
員

の
作
業
衣

の
洗
濯
を
洗
濯
企
業

に
依

頼

し
た
と
き
、
そ

の
洗
濯
代
金

の
支
梯

を
、
製
造
企
業

の
純
悟
値

生
産
を
得

る
た

め

の
加
算
項
目
中

に
入
れ
な

い
よ
う

に
、
金
融
企
業

へ

の
支
佛

も
又
、
そ

の
よ
う

に
取
扱
う

べ
き

で
は
な
か
ろ
う
か
、
そ
う
す

れ
ば
、
方
法
的
な

一
貫

性
も

、
個
人

に
蹄
圏
す

る
形
成

に
お
け
る

集
計
も
・
金
融
業

に
淳

る
不
合
理
な
結

果

の
回
避
も
・
す

べ
て
が

華

に
解
決

さ
れ
る
と

い
う
わ
け

で
あ
㌔

)
し
か
し
・
葦

。
暴

は

こ
の
提
案

に
封

し
、

そ
れ

は
技

術
的

に
困
難

で
あ
る
と

い
う

こ
と
と
、
そ

の
よ
う
な
産
業
別
所
得

は
殆

ん
ど
有
用

で
な

い
と

い
う
こ
と
か

ら
お

　

ら

、

全
く

担

否

せ

ざ

る
を

乏
な

い
と

い

つ

て
い
る
。
毒

鴛

ゴ
肖
げ8

は

、
企

業

か

ら

の
財

産
所

得

の
支
佛

を
、

個

人

へ
向

う

も

の
と
企
業

へ
向

う
も

の
と

に
分

割
す

る
實
際

の
手

績

き
、

及

び
そ

の
推

定

に
お

け

る
可

能

的

な

誤

差

が
、
蹄

驕

利

子

の
よ

う
な
概

念

を
導

入

し
な

け

れ

ば
な

ら
な

い
推

計
方

法

よ
り

も

、

よ

り

以
上

に
大

攣

な

こ
と

で
あ

ろ

う

か
、

と

い

つ

て
い
る
け

れ

ど

も
、
同
馨

Φ
艮
夢
は

、

事

實

そ

う

い

う
資

料

は
な

い
し
、
統

計

上
實

質

的

に
不

可
能

で
あ

り

、
も

し
假

り

に
推

定

し

た

と
し

て
も
、
そ

れ

は
文
字

通

り
想

像

に
よ

る

以

上

の
何

も

の

で
も
な

い
、

と

張

調
す

る
。

し

か
し

、
前

節

に
も
鰯

れ
た

よ
う

に
、
齢

鵬
利

子

の
實

際

の
額

に
關
す

る
現

行

の
假
定

は
極

め

て
輩
純

25

で
あ
り

、

こ
れ

を
精

密

に
、
實
質

的

に
預

金

に
館

薦
す

る
も

の
に
限

定

し
、

し
か

も

そ

れ

を
個

人

と
企
業

と

に
分

け

、
更

に
そ

の
企

業

分

2

國
民
所
得

に
お
け
る
蹄
薦
利
子

の
問
題

O
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蕊
り

を
産
業

分
類
別

に
推

計

す

る
と

す

れ
ば

、
相

當

の
腰
昧

さ

を
含

む

計

算

と

な

ら
ざ

る
を

え
な

い
筈

で
あ

る

。
確

か

に
、

推

計

上

の
難

易

は

重

要

な
問

題

で

は
あ

る
が

、

そ

の
こ
と

の
み
か

ら

、
概

念

上

の
明

確

さ
を

犠

牲

に
す

る

こ
と

は

、
出

來

る
だ

け
避

け

ね

ば
な

ら

な

い

で
あ

ろ

う
。
名

胃
げ
目
匿
o
昌

は

、

「
あ

る
産
業

に
お

け

る
稜

生
所

得

(
置

8

冨
①

o
覧
σq
貯
暮
言
σq
言

蟄
昌

貯

創
墓

酔
ξ

)

と

い
う
不

合

理

な

概

念

(
33

)

を

、
あ

る
産
業

か

ら
出

さ
れ

た
所

得

(
冒
。
§

①
告
①
民
く
①
傷

7
0
舅

鉾
昌

一昌
動
目
石。
ぽ
気
)
と

い
う
概

念

に
と

り

代

え

る
」

べ
き

だ

と
主

張

し
、

同
馨

①
影
算

は

、

あ

る

産

業

に

お

い

て
襲

生

す

る

所

得

と

い

う

把

握

の
仕

方

こ

そ

が

、

そ

の
産

業

の
國

民

経

濟

全

艦

に

お

け

る

位

置

及

び
貢

獣

に
關

す

る

基

本

的

な

評

慣

方

法

で

は
な

い

か

、

と

い

つ

て

譲

ら

な

い

。

問

題

の
焦

窯

は

、

む

し

ろ

こ

の
黙

に
あ

る

よ

う

で

あ

る

。

30

翰
=
島
2

冒

H
昌
8
ヨ
o
碧
ら

ノ<
o
巴
けF

<
包
・
×
噛
雨
薗
誘

U
い
α
2
崔
き
三

び
図

ρ

≦
碧
ぴ
舞
ε
y

国
)・
$
-
ざ

・

31

帥ず
置

㎞
男
①
勺
ζ

ぴ
同
寄

.
<
三
〇
導
9℃
℃
℃
●oQ
O
-
Q◎
H
・

な
ほ

く
鼻
。
ヨ
貸

に
、
貨

幣

り
形

式

に
お
け

る
支
佛

だ
け
を

と

り
上
げ

ろ

の
ば

不
合
理

で
は

な

い
か

と
、
ノ<
p
「ぴ
賃
二
8

為
非
難

し
て

い
る
(
℃
.oo
H
)
が
、

個
人

に
直
接
支
梯

わ
れ

う
も

の

の
み
な
集
計
す

う
と

い
う

萎

碧
嘗
二
8

の
提
案

は
、
も

と
も

と
賓
物

に
ょ
る
支
給

及
び
昂
屡

賃
貸
料

な
ど
を

排

除
す

う
も

の
で

に

あ
る
ま

い
、

と
考

え
て

こ
れ
な
問

題
外

と
し
れ

。

鎗

い
ろ

い
ろ
な
種
類

と
形

態

の
預
金

に
封

し
て
、
録
厨

利
子
な

配
分
す

う
と

い
う
計
算
に
、

結

局

に
お

い
て
恣

意

的
な
假
定

に

よ
ら
ざ
る
な

え
塗

い
で

あ
ろ
う
。

殊
に
我

が
國

の
よ
う

に
、

個
人
業
主

の
比
較
的

に
多

い
場
合
、

そ
れ

に
爵
属

寸

る
金
融

用
役

な
、

菅
業

用

と
家

計

用

に
分
割

し
え

な

い
こ
と

に
、
從

っ
て
そ

れ
な
す

べ
て
個

人
に
蹄
局

す

る
も

の
と

し
て
取
扱
う

こ
と
に

、

か
菰
り
重
要

な
推

計
誤
差

な
含

む
で

あ
ろ

う
。

33

凶σ
箆

∵
O
o
ヨ
ヨ
窪
梓
び
同

ρ

ノく
震
ぴ
9
紳8

℃
℃
・
ざ

・

226

國
民
所
得

の
庵
業
別
構
成

に
つ
い
て
、
同
暮
o
目
蟄

は
次

の
よ
う
な
原
則

を
掲
げ
る
。
す

な
わ
ち
、
そ
れ
は
各

薩
業

に
お
け
る
純
要
素

使

用

の
債
値

(
話

ぼ
①
o
h
昌
9

旨
。8
目
話

o
)

を
示
す
よ
う

に
、
生
産

要
素

が
使
用
さ
れ
た
産
業

で
測
定

さ
れ
、
個
人
が
そ

の
生

産

要

素

、
(
34

》

、

 

に
關
す
る
貢
獄
を
な
し
た
産
業

で
測
定

さ
れ

る
の
で
は
な

い
と
す

る
。

し
か

し
な
が

ら
、
生
産
要
素

が
使
用
さ
れ
た

産
業

と
は

一
髄
何

で

あ
ろ
う
か

。
例

之
ぱ
、
A
企
業

で
支
佛

つ
た
勢

働
用
役
が
、
B
企
業
も
し

く
は
消
費
者

に
よ

つ
て
利

用
さ
れ
る
場
合
、
實
質
的

に
は
そ

の
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勢

働

に
封
す

る
支
錦

で
あ

る
と

こ
ろ

の
、
A
企
業

に
蜀

す

る
B

企
業

も
し
く
は
消
費
者

の
支
梯
は

、
A
企
業

の
提
供

し
た
事
業

用
役

の
封

債
と
し

て
考

之
、
決
し

て
賃
銀

と
い
う
形
式

で
虚

理
し
な

い
の
が
、
國
民
所
碍
計
算

の
常
識

で
あ
り
、
K
暮
o
旨
醤

も
そ

の
よ
う

に
明
言
し

ハ
　
　

て
い
る
。

し

て
み
る
と
、
生
産
要
素

の
使
用
さ
れ
る
場

所
と
支
梯

わ
れ
る
場
所
と
が
異
な
る
場
合

は
、
も
つ
ぱ
ら
後
者

に
よ
つ
て
考

え
、
必

す
し
も
實
質
的
な
意
味
で

の
使
用
場
所

で
考

え
る
の
で
ば
な

い
、
と

い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
不
動

産

の
賃
貸
料
が

そ

の
賃
貸
を
業

と
し
て

い
る
企
業

へ
支
梯

わ
れ
た
場
合

に
も

、
同
檬

の
こ
と
を

い
い
う

る
で
あ
ろ
う
。
叉
、
あ

る
産
業

に
分
類

さ
れ

る
企
業

が
、
他

の
産
業

に
分

類

さ
る
べ
き
事
業
を
行

つ
て
い
る
場
合

、
例

え
ば
運
輸
業

以
外

の
企
業

に
お
け
る
自
家

運
途
な
ど

、
通
常
そ

の
産
業

固

有

の
生

産

活
動

と
、
そ
れ
以
外

の
生
産
活
動
を
分
離

す
る
こ
と
は
必
す

し
も
可
能

で
は
な

い
。
結
局

.
所
得
計

算
が
企
業
を
中

心
と

し
て
行
わ
れ
る
關
係

上
、
生
産
要
素

に
劃
す

る
支
佛

と
、
そ
れ
以
外

の
も

の
に
封
す
る
支
佛

と
を
分
割
す

る
基
準

は
、
他

の
企
業

へ
支
…梯
わ
れ
た
か
否
か
と

い

う
こ
と

に
な
り
、
國
民
経
濟
全
髄

に
樹
す

る
あ
る
産
業

の
純
貢
獄
と

い
う

こ
と
も
、
そ

σ
産
業

固
有

の
活
動

の
み

に
限
定
さ
れ

る
も

の
で

な

い
と

い
う
こ
と

に
な
ろ

う
。

こ
の
よ
う

に
考

え
て
く

る
と
、
企
業

か
ら
企
業

へ
引
き
渡

さ
れ
る
も

の
は
、

こ
れ

を

一
切
申
間

生
産
物
と

み
な
し
、
か

つ
又
、
あ

る
企
業

が
他

の
産
業

へ
投
資

す
る

こ
と
も
、
そ

の
企
業

の
生
産
活
動

の

一
部
と
み
な
す
と

い
う
よ
う
に
、
徹
底
的

に
お
し
進

め
る
こ
と
も
決
し

て
不
合

理
で
な

い
こ
と
が

わ
か

る
。
實
際

、
他

の
企
業

か
ら

生
燦
物

や
螢
業
用
役
を
購

入
す

る
場
合

と
、
資

金
用
役
を
購

入
す
る
場

合
と
を
匠
別

す

べ
き
根
擦

は
見
當

ら
な

い
よ
う
で
あ

る
。
そ

の
企
業

の
純
貢

獄
を
算
定

す

る
た
め
に
、
他

の
企
業

か
ら

の
提
供

を
控
除

す

る
な
ら
ば
、
物
的
た

る
と
非
物
的
た

る
と
を
問
わ
す
、
他

の
企
業

に
依
存

し

て
い
る
部

分

は
す

べ
て
控
除

さ
る
べ

き

で
あ
ろ
う
。
從

つ
て
、
た
と
え
地
代

・
家
賃

・
利
子
及
び
配
當

の
名
稲

の
下

に
支
彿
わ
れ

て
い
て
も

、
そ
れ

が
他

の
企
業

に
お

い
て
利

釜
計
算

の
中

に
導
入
せ
ら
れ

て
い
る
限

り
、
あ

る
い
は
他

の
企
業

に
お

い
て
要
素

支
佛

に
當

て
ら

れ

て
い
執
限
り
、
中
間
生
産
物

へ
の
支

梯

で
あ

つ
て
、
嚴
密
な
意
味

で
の
要
素
支
彿

で
は
な

い
と
も

い
い
う

る
。

そ
れ
故

に
、
宅

鴛
ご
庫
昌
o
口

の
見
解

は
、
産
業
全

艦

に
つ
い
て

.

27

は

か
な

り
自

明

の
ご

と

く

に
見

え
な

が
ら
、

一
産

業

に
つ

い

て
は

少

し
も
自

明

で
な

か

つ
た

と

こ

ろ

の
、

要
素

支
佛

あ

る

い
は
附
加

償
値

2

國
民
所
得
に
お
け
ろ
蹄
馬

利
子

の
問
題

㌧
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商

.學

討

究

第
五
巻

第

二
號

の
考

え
方

に
、

一
つ

の
精

密

な

反

省
を

促

す

も

の
と
考

え
ら

れ

る
。

換
言

す

れ
ば

、

金
融

業

に
お

け

る
附

加

償
値

が

マ
イ

ナ

ス
も

し
く

は

,

非
常

に
小
さ

い
、
と
い
う
よ
う
な
不
合
理
は
、

も
つ
ば
ら

こ
の
自
明
な
ら
ざ

る
概
念

に
も
と
つ

い
て
い
る

の
で
あ
つ
て
、
露
属
利
子
と

い

う
よ
う
な
假
定
的
性
格

の
強
い
概
念
を
導

入
す

る
前

に
、

こ
の
根
本
問
題
を
深
く
追
求
す

べ
き
で
あ

つ
た

の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

鈎

く
三
〇
日
p・
"
名

鼻
暢
℃
℃
もトΩO
ー
ω
O
・

35

皆
凶山
4
写
留
・

最
後

に
参
考

ま

で
に
、
既
に
掲

げ
た
假
設
例

に
よ
る
計
算

を
こ
の
方
式

で
試

み
る
な

ら
ば
、
各
産
業

に
お

い
て
個
人

へ
支
佛

つ
た
も

の

に
、
企
業
留
保
を
加
算
す
れ
ば
よ

い
の
で
あ

る
か
ら
、
そ
め
結
果
は
第
五
表

の
四
の
よ
う

に
な

る
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
は

い
う
迄
も
な

く
、

各
産
業

の
総
牧
入
か

ら
、
他

の
産
業

へ
の
支
佛

と
減
償
償

却

を

マ
イ
ナ

ス
し
た
も

の
に
等

し
い
。
從

つ
て
、
生
産
所
得
を

い
わ
ゆ

る
物
的

方

法

で
算
定

す

る
場

合

に
も
、
総
生
産
額

に
乗
す

べ
き
所

得
率
は
、
サ

ン
プ

ル
と
な

つ
た
企
業

に
つ

い
て
、
そ

の
総
生
産
額

に
封
す

る
、

総

生
産
額

マ
イ
ナ
ス
他

の
企
業

へ
の

一
切

の
支
梯

マ
イ

ナ

ス
減

債
償

却

プ

ラ

ス
財
産
牧

入
の
比
率

、

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

も
し

も

、
こ
の
計
算

の
分
子
か
ら
、
財
産
所
得

に
關

す
る
牧
入

・
支
出
を
除
く
と
す
れ
ば

、
當
然

の
結
果

と
し
て
、
財
産
牧
入
を
主
た
る
所
得

源
と
す
る
産
業

の
所
得

の
大
部
分
が
、
然

ら
ざ
る
産
業

に
お

け
る
所
得

の
中

に
含

め
ら
れ

て
し
ま

い
、
國

民

経

濟

全
膣

に
封

す
る
各
産

業

の
貢

獄
は
、
歪

め
ら
れ
た
形

で
あ
ら
わ
さ
れ

て
し
ま
う

で
あ

ろ
う
。
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